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　青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成１８年度から２０年度

にかけて県道八戸環状線道路建設事業予定地内に所在する中居林

遺跡の発掘調査を実施しました。平成１８・１９年度調査結果につ

いては平成１９・２０年度に「調査報告書」としてすでに刊行して

おります（青森県埋蔵文化財調査報告書　第４５４・４７０集）。平成

２０年度の調査では、縄文時代の竪穴住居跡・溝状土坑・木組遺構、

弥生時代の竪穴住居跡、平安時代の竪穴住居跡が発見され、同時

期の土器・石器が出土しました。本遺跡が、集落の変遷・遺構の土

地利用等を考えるうえで、貴重な集落であることがわかりました。

　八戸市には数多くの埋蔵文化財包蔵地が遺されていますが、そ

の中には、平成２１年度に国宝に指定された合掌土偶が出土した

風張（１）遺跡など重要な集落遺跡が少なからず含まれています。

　本報告書は、平成２０年度中居林遺跡発掘調査事業の調査成果

をまとめたものです。この成果が今後、埋蔵文化財の保護と研究

等に広く活用され、また、地域の歴史を理解する一助となること

を期待します。

　最後に、日頃から埋蔵文化財の保護と活用に対してご理解をい

ただいている青森県県土整備部道路課に厚くお礼申し上げるとと

もに、発掘調査の実施と報告書の作成にあたりご指導、ご協力を

いただきました関係各位に対し、心より感謝いたします。

　平成２２年３月

　　　　　　　　　　　　　青森県埋蔵文化財調査センター

                              所　長　　新　岡　嗣　浩

序



１　本書は、青森県県土整備部道路課による県道八戸環状線道路建設事業に伴い、青森県埋蔵文化財

　調査センターが平成２０年度に発掘調査を実施した八戸市中居林遺跡の発掘調査報告書である。発掘 

　調査面積は９,４００㎡である。

２　中居林遺跡の所在地は、青森県八戸市大字中居林字中居林３６－１５外、青森県遺跡番号は、 

　２０３２８１である。

３　中居林遺跡の発掘調査報告書は、県道八戸環状線道路建設事業等に伴って既に２冊刊行されて

　おり、本書は第３冊目となる。

４　発掘調査及び整理・報告書作成の経費は発掘調査を委託した青森県県土整備部道路課が負担した。

５　発掘調査から整理・報告書作成までの期間は、以下のとおりである。

　　　発掘調査期間　　　　　　平成２０年４月２３日～１０月２８日

　　　整理・報告書作成期間　　平成２１年４月１日～平成２２年３月２９日

６　本書は、青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆と編集は、

　青森県埋蔵文化財調査センター葛城和穂文化財保護主査、澤田恭平文化財保護主事、中村隼人文化

　財保護主事が担当し、文末に執筆者名を記した。依頼原稿については、文頭に執筆者名を記した。

７　発掘調査から整理・報告書作成にあたり、以下の業務については委託により実施した。

　　　空中写真撮影　　　　　　株式会社　シン技術コンサル

　　　石器の石質鑑定　　　　　八戸市文化財審議委員　松山　力

　　　放射性炭素年代測定　　　株式会社　加速器分析研究所

　　　火山灰分析　　　　　　　国立大学法人　弘前大学理工学部教授　柴　正敏

　　　木材の樹種同定　　　　　株式会社　吉田生物研究所

　　　挽物の塗膜分析　　　　　株式会社　吉田生物研究所

　　　炭化種実の同定　　　　　札幌国際大学博物館　客員研究員　椿坂　恭代

　　　木製品の保存処理　　　　株式会社　吉田生物研究所

　　　剥片石器の実測　　　　　株式会社　シン技術コンサル

　　　遺物の写真撮影　　　　　シルバーフォト、スタジオエイト

８　発掘調査成果の一部は、発掘調査報告会等において公表しているが、これらと本書の内容が異な

  る場合は、正式報告として刊行する本書がこれらに優先する。

９　発掘調査及び整理・報告書作成における出土品、実測図、写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調

　査センターが保管している。

１０　発掘調査及び整理・報告書作成に際して、下記の方々と機関からご協力・ご指導を得た（敬称略、

　五十音順）。

　宇部保則　小笠原雅行　川口潤　小久保拓也　小林和彦　佐々木浩一　関根達人　永嶋豊　村木淳

１１　本書に掲載した地形図は、国土地理院発行の２５,０００分の１地形図を複写して使用した。

１２　計測原点の座標地は、日本測地系に基づく平面直角座標第 X系による。

例　言



１３　挿図中の方位は、すべて日本測地系の座標北を示している。

１４　全体図等の縮尺は、原則として調査区位置図は１／３,５００、遺構配置図は１／６００に統一し、

　各挿図毎にスケール等を示した。

１５　調査区については便宜上、西端をＡ区、沢１が検出された区域をＢ区、その東側でピット群が検

　出された区域をＣ区、東端をＤ区と呼称した。

１６　遺構については、検出順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺構に使用した略号は、以

　下のとおりである。

　ＳＩ－竪穴住居跡・竪穴建物跡　ＳＫ－土坑　ＳＶ－溝状土坑　ＳＤ－溝跡　ＳＰ－ピット　

　ＳＢ－掘立柱建物跡　ＳＥ－井戸跡　ＳＸ－用途不明遺構　ＳＮ－焼土遺構

１７　遺構内ピット等は、検出面からの深さを挿図中に括弧付き（㎝）で表記している。

１８　遺構実測図の土層断面図等には、水準点を基にした海抜標高を付した。

１９　遺構実測図の縮尺は、原則として竪穴住居跡のカマド・炉跡等は１／３０、竪穴住居跡・土坑・溝

　状土坑等は１／６０、その他は１／６０及び１／１２０に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。

２０　遺構実測図に使用した網掛けの指示は、以下のとおりである。

２１　遺物分布図で使用している記号は下記の通りである。

　土器・陶磁器：●　石器：■　鉄製品：▲　木製品：★　土製品：○　石製品：□

２２　遺跡の基本土層にはローマ数字、遺構内堆積土層には算用数字を使用した。

２３　基本土層・遺構内堆積土層の色調表記等には、『新版標準土色帖　２００４・２００５年度版』（小山正忠・

　竹原秀雄）を使用した。

２４　火山灰の略号は十和田ａ火山灰－Ｔｏ－ａ、十和田ｂ火山灰－Ｔｏ－ｂ、白頭山苫小牧火山灰－Ｂ

　－Ｔｍとした。

２５　遺物については、取り上げ順にその種類を示す略号と通し番号を付した。遺物に使用した略号は、

　以下のとおりである。

　　Ｐ－土器・陶磁器　Ｓ－石器　Ｃ－炭化材　Ｗ－木製品

２６　遺物実測図には、挿図毎に１から通しの図番号を付した。

２７　遺物実測図の縮尺は、原則として縄文土器・弥生土器・土師器等・土製品・礫石器・木製品等は

　１／３、剥片石器・鉄製品等は１／２に統一し、各挿図毎にスケール等を示した。

２８　遺物実測図に使用した網掛けの指示は、以下のとおりである。

２９　遺物観察表・計測表に使用した略号等については、各表毎に指示内容を示した。土製品・石器等

　の計測値は、長さ×幅×厚さ（㎜・㎝）・重さ（g）の順に表記したが、（　）内の数値は現存値、〈　 〉は推

　定値である。

３０　遺物写真には、遺物実測図と共通の図番号を付した。

３１　遺物写真の縮尺は、原則として１／３、剥片石器は１／２に統一したが、遺物の大きさによって

　は任意の縮尺で掲載した。
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図１　遺跡の位置と周辺の遺跡 ･･････････････････
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図９　第８号竪穴住居跡･･････････････････････････

図10　第９号竪穴住居跡(1)･･････････････････････

図11　第９号竪穴住居跡(2)･･････････････････････

図12　第９号竪穴住居跡(3)･･････････････････････

図13　第10号竪穴住居跡 ････････････････････････
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図17　縄文時代の土坑(3)・溝状土坑････････････

図18　縄文時代の土坑・溝状土坑出土遺物･･････

図19　第３号木組遺構(1)･････････････････････････
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図25　縄文時代の遺構外出土遺物(3)･･･････････

図26　縄文時代の遺構外出土遺物(4)･･･････････

図27　縄文時代の遺構外出土遺物(5)･･･････････

図28　縄文時代の遺構外出土遺物(6)･･･････････

図29　縄文時代の遺構外出土遺物(7)･･･････････

図30　縄文時代の遺構外出土遺物(8)･･･････････

図31　第３号竪穴住居跡(1)･･････････････････････

図32　第３号竪穴住居跡(2)･･････････････････････

図33　弥生時代の遺構外出土土器･･･････････････
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図39　古代の遺構外出土遺物････････････････････

図40　掘立柱建物跡配置図・ピット集中区位置図･

図41　Ｂ区掘立柱建物跡配置図････････

図42　Ｃ・Ｄ区掘立柱建物跡配置図････
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第１章　調査の概要

第１節　調査に至るまでの経緯

　県道八戸環状線道路建設事業の実施計画に伴い、事業予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いに

ついて、平成１３年度に青森県県土整備部道路課（現三八地域県民局地域整備部道路整備課）と青森県

教育庁文化財保護課が協議し、平成１３年９月に県文化財保護課が確認調査を実施した。調査の結果、

長久保（２）遺跡を含めて４遺跡が新規登録された。平成１４年に県埋蔵文化財調査センターが長久保（２）

遺跡（４月～７月）・糠塚小沢遺跡（９月～１０月）の発掘調査を行った。

　中居林遺跡は、平成１４年度に青森県教育委員会の文化財パトロール事業により遺物の散布が確認さ

れ、平成１５年２月に新規登録された。

　平成１８年に用地買収の進捗に伴い、県埋蔵文化財調査センターが同年６月１３日から同年８月４日の

調査期間に長久保（２）遺跡の本格発掘調査と中居林遺跡の確認調査を行った。調査結果を踏まえて、

三八地域県民局地域整備部道路整備課・県文化財保護課が協議した結果、３遺跡の追加調査を平成１９

年度に県埋蔵文化財調査センターが担当して行うこととなった。平成１８年１０月には、三八地域県民局

地域整備部道路整備課・県文化財保護課・県埋蔵文化財調査センターが調査予定地の現地確認を行った。

平成１８年度（第一次発掘調査）に実施した調査の結果は、青森県教育委員会発行の青森県埋蔵文化財

調査報告第４５４集に報告されている。

　なお、中居林遺跡に係る土木工事等のための発掘に関する通知は、平成１８年１０月に三八地域県民

局地域整備部長名で提出され、同年１２月に文化財保護課から当該発掘前における埋蔵文化財の記録の

作成を目的とする発掘調査の実施が指示された。

　平成１９年４月に現地で、発掘調査に先立って最終的な打ち合わせを行った。平成１９年の４月２４日

から同年１０月３０日まで第二次調査が行われた。平成１９年１０月に事業者と調査精査部分について協議

をおこない、平成２０年度に引きつづき調査を行うこととなった。平成１９年度の調査結果は、青森県教

育委員会発行の青森県埋蔵文化財調査報告書第４７０集に報告されている。　

　平成２０年の調査に先立って、三八地域県民局地域整備部道路整備課・県文化財保護課・県埋蔵文化

財調査センターで調査地点の確認など最終的な打ち合わせを３月に実施した。なお、プレハブ設置場

所について４月に打ち合わせを行った。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（成田）
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第２節　調査の方法

（１）発掘作業の方法

　平成１８・１９年度に青森県埋蔵文化財調査センターが実施した確認調査及び本発掘調査により、縄文時

代、弥生時代の遺物包含層と遺構（竪穴住居跡等）及び古代の遺構（カマド等）が確認されているため、

縄文時代、弥生時代及び古代の遺構調査に重点をおいて、各集落の時期・構造等を把握できるような調

査方法を採用した。

〔測量基準点・水準点の設置・グリッド設定〕

　調査対象区域内に標準の座標と標高を備えた２０m 間隔の実測基準点（方位に合わせた１辺２０m の方

眼点）を設置し、これを基準として４m ×４m のグリッドを設定した。各グリッドは、西から東にアル

ファベット、南から北に算用数字を付けて、その南西隅の組み合わせで呼称した。実測基準点となった

グリッドの国土座標（旧日本測地系）は、ＡＸ－１１グリッドがＸ＝５４１４０.０００・Ｙ＝５６３９２.０００、

ＢＥ－３６グリッドがＸ＝５４２４０.０００・Ｙ＝５６４１６.０００、ＣＦ－３１グリッドがＸ＝５４２２０.０００・Ｙ

＝５６５２０.０００等である。基準点及びレベル原点には、前年度調査で設置したＴ－２（日本測地系でＸ＝

５４２１７.９７０・Ｙ＝５６３６３.３７７・Ｚ＝７５.８４４）、Ｔ－３（同Ｘ＝５４２１８.８７５・Ｙ＝５６３８５.０７０・Ｚ＝

７１.３５２）、Ｔ－４（同Ｘ＝５４２１５.１３５・Ｙ＝５６４０９.２６４・Ｚ＝６１.０６８）を使用した。

〔基本層序〕

　遺跡の基本層序については、表土から順にローマ数字を付けて呼称したが、平成１８･１９年度の調査時

の土層番号とは異なる部分がある。

〔表土等の調査〕

　平成１８･１９年度の調査により、表土から古代の遺構確認面までは遺物が希薄であることが分かったの

で、重機を併用して掘削の省力化を図った。出土した遺物は、適宜地区単位で層位毎に取り上げた。

〔遺構の調査〕

　検出遺構には、原則として確認順に種類別の番号を付けて精査した。なお番号は、前年度調査から継

続して使用した。堆積土層観察用のセクションベルトは、遺構の形態、大きさ等に応じて、基本的には

４分割又は２分割で設定したが、遺構の重複や付属施設の有無等により必要に応じて追加した。遺構内

の堆積土層には、算用数字を付けて、ローマ数字を付けた基本層序と区別した。遺構の平面図は、主に（株）

アイシン精機製「遺構実測支援システム」を用いてトータルステーションによる測量で作成した。遺構

の堆積土層断面図や竪穴住居跡に伴う炉・カマド等の平面図、出土遺物の形状実測図等は、簡易遣り方

測量等で縮尺１／２０・１／１０の実測図を作成した。遺構内の出土遺物については、遺構単位・遺構内

地区単位で層位毎に又は堆積土層一括で取り上げたが、床面（底面）や炉・カマドの出土遺物については、

トータルステーションや簡易遣り方測量により、必要に応じて縮尺１／２０・１／１０のドットマップ図・

形状実測図等を作成した。

〔遺物包含層の調査〕

　上層から層位毎に人力で掘削した。遺物が密集して出土した区域では、トータルステーションや簡易

遣り方測量により、縮尺１／２０・１／１０のドットマップや形状実測図を作成したが、遺物が散発的に出

土した区域では、原則としてグリッド単位で層位毎に取り上げた。
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〔写真撮影〕

　写真撮影には、原則として３５㎜モノクローム、３５㎜カラーリバーサルの各フィルム及び８００万画素

のデジタルカメラを併用し、発掘作業状況、土層の堆積状態、遺物の出土状況、遺構の検出状況・精

査状況・完掘後の全景等について記録した。また、業者に委託して、ラジコンヘリによる遺構及び調

査区域全体の空中写真撮影を行った。

（２）整理・報告書作成作業の方法

　調査の結果、縄文時代の竪穴住居跡６軒、土坑２５基、古代の竪穴住居跡４軒等の遺構が検出され、

縄文時代の土器・石器、古代の土器等の遺物が段ボール箱７０箱出土した。縄文時代と古代及び中世か

ら近世にかけての集落の時期・構造等を解明するため、竪穴住居跡をはじめとする各遺構の構築時期

と集落の変遷、遺物包含層の形成過程等の検討に重点をおいて整理・報告書作成作業を進めた。

〔図面類の整理〕

　遺構の平面図は主にトータルステーションによる測量で作成したので、整理作業ではこれを原則と

して縮尺１／２０で図化し、簡易遣り方測量で作成した堆積土層断面図や炉・カマド等の付属施設の実

測図等との図面調整を行った。また、遺構台帳・遺構一覧表等を作成して、発掘作業時の所見等を整

理した。

〔写真類の整理〕

　３５㎜モノクロームフィルムは撮影順に整理してネガアルバムに収納し、３５㎜カラーリバーサルフィ

ルムは発掘作業状況、包含層遺物の出土状態、遺構毎の検出・精査状況等に整理してスライドファイ

ルに収納した。また、デジタルカメラのデータは３５㎜カラーリバーサルフィルムと同様に整理してタ

イトルを付けた。

〔遺物の洗浄・注記と接合・復元〕

　縄文時代の遺構内出土遺物及び包含層出土遺物を優先的に洗浄し、接合・復元作業を早期に進める

ようにした。遺物の注記は、調査年度、遺跡名、出土地区・遺構名、層位、取り上げ番号等を略記したが、

剥片石器・金属器等、直接注記できないものは、収納したポリ袋に注記した。接合・復元にあたっては、

同一個体の出土地点・出土層位等の整理を怠らないようにした。

〔報告書掲載遺物の選別〕

　遺物全体の分類を適切に行った上で、遺構に伴って使用・廃棄（放置）された資料、遺構の構築・

廃絶時期等を示す資料、遺存状態が良く同類の中で代表的な資料、所属時代（時期）・型式・器種等の

分かる資料等を主として選別した。

〔遺物の観察・図化〕

　充分観察した上で、遺物の特徴を適切に分かり易く表現するように図化した。特に、縄文土器の復

元個体については、（拓本を使用せず）すべて実測図を作成するようにした。また、遺物台帳・観察表・

計測表等を作成した。

〔遺物の写真撮影〕

　業者に委託して行ったが、実測図等では表現しがたい質感・雰囲気・製作技法・文様表現等を伝え

られるように留意した。
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〔理化学的分析〕

　遺構の年代を推定するために放射性炭素年代測定、木組遺構を構成する木材及び出土木製品の樹種

を明らかにするために樹種同定、そして挽物に塗布された塗膜の成分を解明するために塗膜構造分析

等を行った。

〔遺構・遺物のトレース・版下作成〕

　遺構・遺物の実測図やその他の挿図のトレースは、手作業と（株）アイシン精機製「遺構実測支援シ

ステム」を用いたデジタルトレースを併用した。実測図版・写真図版等の版下作成は、基本的に手作

業で行った。遺構内出土遺物のうち、床面（底面）出土遺物や竪穴住居跡の炉・カマド出土遺物等に

ついては、原則として遺構の平面図にそのドットマップ・形状実測図等を掲載した。

〔遺構の検討・分類・整理〕

　各遺構毎に種類・構造的特徴・出土遺物・他の遺構との新旧関係等に関するデータを整理し、構築

時期や同時性・性格等について検討を加えた。

〔遺物の検討・分類・整理〕

　遺物を時代・時期・種類毎に整理し、出土遺物全体の分類・品種構成・個体数等について検討した。

〔調査成果の検討〕

　遺構・遺物の検討結果を踏まえて、縄文時代と古代及び中世から近世にかけての集落の時期・構造・

変遷等について検討・整理した。

第３節　調査の経過

（１）発掘作業の経過

　平成２０年度の中居林遺跡発掘調査は、調査委託者の要望に応えて、調査対象面積９,４００㎡を対象と

して（図２）、４月２３日から１０月２８日までの発掘作業期間で実施することになった。平成１８･１９年度

に青森県埋蔵文化財調査センターが行った確認及び本発掘調査の結果、縄文・弥生時代の遺物包含層・

遺構及び古代の遺構が確認されていたので、表土から順次掘り下げて、古代の遺構検出・調査、縄文

時代の遺物包含層の調査、縄文時代の遺構検出・調査の順に発掘作業を進めることにした。

　発掘調査体制は、以下のとおりである。

　　　調査主体　　青森県埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　　　　所　長　　　　　　　　　伊藤　博文（現青森県総合社会教育センター所長）

　　　　　　　　　　　次　長（調査第一ＧＬ）　 工藤　大

　　　　　　　　　　　総務ＧＬ　　　　　　　　櫻庭　孝雄（平成２１年３月退職）

　　　　　　　　　　　文化財保護主査　　　　　葛城　和穂（発掘調査担当者）

　　　　　　　　　　　文化財保護主事　　　　　澤田　恭平（発掘調査担当者）

　　　　　　　　　　　調査補助員　　　　　　　新山　美樹（平成２１年３月退職）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村　隼人（現文化財保護主事）　三浦　あすか

　専門的事項に関する指導・助言

　　　調査指導員　村越　　　潔　国立大学法人　弘前大学名誉教授（考古学）

　　　調査員　　　佐々木　辰雄　青森県立八戸南高等学校教諭（地質学）
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第１章　調査の概要

　発掘作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。

〔平成２０年度〕 

４月下旬　　　調査事務所、器材庫、発掘作業員休憩所や仮設トイレの設置、駐車場の整備等、事前

　　　　　　の準備作業を行った。

４月２３日　　 発掘器材等を現地へ搬入し、環境整備を行った。その後、調査区域の各所に集積され  

　　　　　　ていた枯れ草・雑木などを一ヶ所に集積した。

５月上旬　　　調査区全面に試掘トレンチを設定し、基本層序及び遺構・遺物の有無などを確認した。

　　　　　　その結果、調査区西側の斜面上方では縄文時代の遺物包含層が良好に堆積していること、

　　　　　　調査区東側の斜面下方では包含層が削平などで失われていることが判明した。その後、　

　　　　　　グリッド設定と並行して調査区南西側の斜面上部から表土の除去を開始した。

５月下旬　　　調査区南西側約１,１００㎡の遺構検出を行い、弥生時代の竪穴住居跡・時期不明の土坑

　　　　　　等を確認した。なお、調査区南西側の約２,３００㎡については道路工事の工程上、６月中

　　　　　　に調査を終了し、引き渡すこととなった。このため、引き渡し区域について重機を使用

　　　　　　して効率的に表土の除去を行い、検出された遺構の精査を行った。また、調査区内の砂

　　　　　　塵が飛散するのを防ぐため、防塵ネットを設置した。 

６月下旬～　　６月２７日には引き渡し予定区域の調査を終了し、引き続き調査区北西側約３,０００㎡

　　　　　　の表土除去及び遺構検出作業を行った。その後、遺構精査と並行して調査区中央部の遺

　　　　　　構検出作業を行った結果、調査区を縦断するように沢１が検出された。本区域は調査事

　　　　　　務所移設予定地であったため、本区域の調査を最優先で行うこととした。 

８月上旬　　　調査が進むにつれ、沢１の堆積土中からは縄文土器や土師器とともに、古銭や陶磁器、

　　　　　　近世以降のものと考えられる木製品が出土した。また、沢１の北側からはピット群も検

　　　　　　出されたが、湧水の影響もあり調査は難航した。その後、沢１の調査もほぼ終了という

　　　　　　ところで底面から木材が出土した。その周辺を精査したところ木組遺構であることが判明した。

８月下旬　　　（株）シン技術コンサルに委託して、第１回目の空中写真撮影を行った。

９月上旬　　　調査事務所を移設し、調査区西側で確認された沢の上流部（沢２）の調査を開始した。

　　　　　　沢２は天満宮及び地下水の汲み上げ施設などによって壊されており、調査範囲は限定さ

　　　　　　れたものの、堆積土中からは縄文土器、木製品などが出土した。

９月中旬　　　調査区東側の調査を開始した。本区域は表土直下が八戸火山灰層であったため、遺物

　　　　　　はほとんど出土せず、近世以降のものである可能性が高い土坑及びピットが多数検出さ

　　　　　　れた。

１０月中旬　　 （株）シン技術コンサルに委託して、遺跡及び調査区域全体の空中写真撮影を行った。

　　　　　　その後、旧石器時代遺物の検出を目的としたトレンチを調査区内に複数設置したが、　

　　　　　　遺物は出土しなかった。

１０月２８日　　 全ての発掘作業を終了し、発掘器材・出土品等を搬出した後、現地から撤収した。

１１月５日　　   所轄の警察署に県文化財保護課から遺物発見届を提出した。 
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（２）整理・報告書作成作業の経過

　平成２０年度の中居林遺跡発掘調査では、縄文時代の遺構が３３基、古代の遺構が４基、中・近世の

遺構が２０基、遺物が合わせて段ボール箱７０箱出土した。報告書刊行事業は平成２１年度に実施するこ

とになったが、写真類の整理作業等は発掘作業終了後の平成２０年１１月に終了している。この他の整理・

報告書作成作業は平成２１年４月１日から平成２２年３月２９日までの期間で行った。中居林遺跡は縄文時

代・弥生時代と古代から近世にかけての複合遺跡であり、検出遺構の中では土坑・ピットが多く、出

土遺物の中では縄文時代後期の土器が多い点等を考慮して、これに応じた整理作業の工程を計画した。

　整理・報告書作成体制は、発掘調査体制に整理作業員４名を加えたものである。

　　　調査主体　　青森県埋蔵文化財調査センター

　　　　　　　　　　　文化財保護主査　葛城　和穂（報告書作成担当者）

　　　　　　　　　　　文化財保護主事　澤田　恭平（報告書作成担当者）

　　　　　　　　　　　文化財保護主事　中村　隼人（報告書作成担当者）

　　　　　　　　　　　調査補助員　　　三浦　あすか　太田　大輔　佐井　かなえ　岩佐　良子

　　　　　　　　　　　整理作業員等　　安田　奈津季　佐々木　春美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿保　恵（平成２１年１１月退職）　高橋　久枝

　整理・報告書作成作業の経過、業務委託状況等は、以下のとおりである。

〔平成２０年度〕

１１月　　　　  写真類の整理作業と図面類の整理作業の一部を行った。 

〔平成２１年度〕

４月上旬～　   発掘作業で作成した図面類の整理作業と遺物の洗浄・注記作業を行った。遺構

　　　　　　実測図・遺構データ等の整理作業は終了し、遺物は洗浄・注記作業が終了した遺構・地

　　　　　　区から、順次接合・復元作業を進めた。併せて、遺構の検討・整理作業を開始し、遺構

　　　　　　一覧表等を作成した。遺物洗浄・注記作業が終了し、接合・復元作業を集中的に行った。

　　　　　　この間に、石器・土製品・石製品類の報告書掲載遺物を選別し、また、炭化材のサンプ

　　　　　　ル等を整理して理化学的分析を委託した。　　　　　　　　　　　　　

７月中旬　　　土器類の接合・復元作業が終了したので、報告書掲載遺物の選別作業を行った。さら

　　　　　　に、遺物の検討・分類・整理作業を進め、遺物観察表等の作成を開始した。

８月中旬～　　選別した報告書掲載遺物の実測・拓本等の図化作業を進めた。併せて遺物台帳を作成

　　　　　　した。また、遺構実測図や遺構配置図・調査区域図等のトレースを行った。

１２月下旬　　　図化作業が終了した遺物から、順次トレースを行った。トレースが終了した遺構・遺

　　　　　　物については、印刷用の版下を作成した。この間に、シルバーフォト・スタジオエイト

　　　　　　に委託して報告書掲載遺物の写真撮影を行い、写真図版を作成した。また、調査成果を

　　　　　　総合的に検討して、報告書の原稿作成を開始した。

　　　　　　　原稿・版下等が揃ったので、報告書の割付・編集を行い、印刷業者を入札・選定して

　　　　　　入稿した。

３月２９日　 　 ３回の校正を経て報告書を刊行し、記録類・出土品を整理して収納した。
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第２章　遺跡周辺の地形・地質と遺跡の層序

第２章　遺跡周辺の地形・地質と遺跡の層序

第１節　遺跡の位置と周辺の遺跡

　中居林遺跡は八戸市中心部から南へ約２㎞、標高約４５～６０m の丘陵上に位置する。遺跡の立地す

る丘陵は、東側を流れる新井田川、西側を流れる土橋川に挟まれており、北側に舌状に張り出してい

る。調査区はその丘陵の東向きの斜面部にあたる。現況は宅地、耕作地、山林であった。

　周辺には、いずれも国史跡である縄文時代の是川遺跡や中世の根城跡をはじめ、旧石器時代のナイ

フ形石器が多量に出土した田向冷水遺跡など重要な遺跡が多く所在している。また、当該事業の路線

内においても、長久保（２）遺跡、糠塚小沢遺跡などが調査されている。なお、これらの遺跡の概要に

ついては既往の報告書に詳しいので、そちらを参照されたい。　　　　　　　　　　　　  　（葛城）

図１　遺跡の位置と周辺の遺跡
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図２　調査区位置図
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第２章　遺跡周辺の地形・地質と遺跡の層序

第２節　中居林遺跡の地形と地質

青森県立八戸南高等学校　佐々木辰雄

　地形

　青森県南東部は、西には奥羽山脈の山々が南北に連なり、南は北上山地の北端となっている。これ

らの山地から、北東へ海岸段丘の発達した台地が開けている地域である。山地からはいくつかの河川

が台地を浸食しながら太平洋へと注ぎ、その流域には河岸段丘地形や三角州、そして狭いながらも沖

積平野もみられる。

　この地域の南端には新井田川が、そしてそのすぐ北に馬淵川が流れているが、いずれも岩手県にそ

の源を発し、北流して青森県に入るとその流路を、それぞれ北北東と北東に変え八戸港へと流入して

いる。この地域の両河川に挟まれた台地の幅は、最下流域では約４㎞と狭くなっており、両河川の河

口は、現在は馬淵川に放水流路が作られて離れてはいるものの、以前は河口付近で合流して八戸港へ

と注いでいた。

　八戸港からは海岸線が、南東には種差海岸に代表される岩石海岸がその景観を呈し、北には砂浜海

岸が湖沼・砂丘を伴い、下北半島へと延びている。

　新井田川と馬淵川に挟まれた台地は、南西の名久井岳山麓から北東に先細りになりながら２０㎞ほ

ど延びている。南西端では台地の幅が約１５㎞であるが、北東端では前述のように４㎞ほどに狭くなっ

ている。さらにこの台地の先端部では、そのほぼ中央を馬淵川の支流である土橋川が南北に縦断して

いる。八戸市の市街地はこの北東端にその発祥をみている。

　台地には海岸段丘や河岸段丘が発達しており、最高位の蒼前平段丘は、蒼前平高位段丘（標高１３０

～１５０m）と蒼前平低位段丘（標高１２０～１４０m）に、高位の天狗岱段丘は、白銀平段丘（標高８０～

１００m）と、野場段丘（標高５０～７０m）に、さらに、中位の高舘段丘（標高２０～４０m）、低位の根

城段丘（５～３０m）、最低位の田面木段丘（標高６～１０m）に分類されている。

最高位、高位、中位の段丘は海岸段丘で、低位の根城段丘と最低位の田面木段丘は河岸段丘であり、

これらの河岸段丘は馬淵川と新井田川の両岸及び河口周辺によく発達している。

　蒼前平高位段丘は、南の階上岳北麓から西の名久井岳東麓にかけての山地の縁をとりまき、さらに

南西から北東への台地の中央軸として延び、馬淵川水系と新井田川水系の分水嶺となっている。

蒼前平低位段丘は蒼前平高位段丘をとりまくように分布するが、いずれも大小の河川により開析され

ており、段丘面は丸みを帯び、明瞭な平坦面は少ない。

さらにそれらをとりまくように、白銀平段丘、野場段丘が分布している。これらの段丘の平坦面は比

較的よく保存されている。

高館段丘はこの地域の海岸に沿って平行に発達しており、平坦面も大変よく残すが、馬淵川と新井田

川に挟まれた台地の先端部は、両河川の河口近くとなるため、海岸段丘と河岸段丘がともに発達し

ており、段丘崖も緩やかであるため、この地域での高館段丘の発達は海岸に沿った地域ほど明瞭で

はない。
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根城段丘と田面木段丘は馬淵川とその支流の如来堂川や、新井田川とその支流の頃巻川などの両岸に

島状に分布している。馬淵川と新井田川に挟まれた台地の最北東端では、他の流域に比べて根城段丘

の発達が比較的顕著である。

　馬淵川と新井田川の河口周辺は三角州堆積物に覆われており、各河川沿いには沖積低地の堆積物が

分布する。

　中居林遺跡は、馬淵川支流の土橋川と新井田川に挟まれた台地の先端部にある。新井田川左岸にあ

る是川遺跡の北約１.５㎞の地点で、八戸市街地の南端にあたる。そこは、平坦面から北に緩やかに傾

斜する斜面で、高舘段丘と根城段丘の段丘崖の斜面とみることができ、この斜面は、北に下るいくつ

かの小さな沢により浸食を受けているが、比較的なだらかな斜面である。

　

　地質

　本地域の地質を概観すると、新井田川以東から種差海岸までの地域の基盤は、先第三系の石灰岩・

チャート・砂岩・粘板岩などで、海岸には玄武岩と、玄武岩質の凝灰岩が分布しており、付加体特有

の複雑な地質構造をもっている。

新井田川と馬淵川に挟まれた台地の基盤は、中新統の安山岩と、安山岩質の凝灰岩や溶結凝灰岩から

なっている。

　馬淵川以北の基盤は、西部では鮮新統の凝灰質砂岩や凝灰質泥岩で、東部の海岸近くでは更新統の

礫岩や砂岩であり、これらの地層はほぼ水平な構造を持っている。

　こうした基盤を、十和田火山起源の更新世の火山灰が全域を覆っており、さらに、その上は完新世

の火山灰の薄層を数枚挟む黒色土壌が覆っている。

　中居林遺跡では、表層の黒色土から十和田起源の火山灰層の上位にあたる八戸火山灰層まで、Ⅰ層

からⅩⅡ層に分けた。

　Ⅰ層は黒色の耕作土で、粘板岩や安山岩の岩片を含み、その長径は最大で２㎝である。また炭化物

や微細な軽石を少量含んでいる。

　Ⅱ層も黒色土で、十和田ｂ火山灰層の小さな軽石をごく少量と、細粒の中掫軽石をブロック状に少

量含んでいる。

　Ⅲａ層は中掫軽石をまんべんなく含んでおり、そのため黒褐色とやや褐色を帯びる層である。長径

１㎝ほどの南部軽石とみられる黄褐色の軽石を少量含む。

　Ⅲｂ層も中掫軽石を含むがその割合はⅢａ層より少なく、色調も黒色が勝る。長径１㎝ほどの南部

軽石とみられる黄褐色の軽石のほうは、Ⅲａ層よりやや多い。

　Ⅳａ層は、長径１㎝ほどの南部軽石の黄褐色軽石を、まばらではあるがまんべんなく含む黒色土層

である。南部軽石の二次堆積層とみることができる。

　Ⅳｂ層はⅣａ層と同様の黒色土層であるが、含まれる南部軽石の量は少なく、地層の延びもなく、

レンズ状の産状を呈する。

　Ⅴ層は暗褐色土で、含まれる黄褐色軽石は小さく少ない。やや粘性がある粘土質で、上下の層の漸

移層である。
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図５　模式柱状図

図４　地形分類図
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図６　基本層序

　Ⅵ層は黄褐色の粘土質土層で、黒色で長径１㎜ほどの岩片を多く含む他、同程度の赤紫色の岩片も

少量含んでいる。Ⅴ層と同様に漸移層である。

　Ⅶ層は黄褐色で長径２㎝の軽石の密集層で、八戸火山灰層の最上部の軽石層（八戸火山灰層のⅥ層）

で、Ⅷ層と色調が異なるのは、風化帯もしくは二次堆積のためと考えられる。層の延びもなく、レン

ズ状に分布する。長径５㎜の黒色岩片を多量に含んでいる。

　Ⅷ層は明黄褐色軽石質火山灰層で、長径１㎝の軽石が密集しており、Ⅶ層と同様に、長径５㎜の黒

色岩片を多量に含んでいる。Ⅶ・Ⅷ層とも八戸火山灰層のⅥ層である。

　Ⅸ層は明黄褐色ローム質火山灰層で、長径１㎜の白色軽石や同程度の黒色岩片を含んでおり、グラッ

シーな感じの強い火山灰層である。八戸火山灰層のⅤ層にあたる。

　Ⅹ層もⅨ層と同様のローム質火山灰層であるが、にぶい黄色を帯びる。やや色調を異にするが、Ⅸ

層とⅩ層はともに八戸火山灰層のⅤ層である。

　ⅩⅠ層はにぶい黄色軽石質火山灰層で、八戸火山灰層のⅣ層にあたる。長径２㎝ほどの軽石が密集

し、長径１㎜程度の黒色岩片を含んでいる。

　ⅩⅡ層は灰白色粘土質火山灰層で、八戸火山灰層のⅢ層にあたる。粘土質層の上位に数本の赤褐色

のバンドがみられるのは、地下水による鉄分の沈着によるものである。
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１０YR２/３ 

１０YR３/３ 

１０YR５/６ 

１０YR５/８ 

１０YR６/４ 

２.５Y５/４ 

２.５Y６/３ 

２.５Y６/４ 

２.５Y８/１ 

２.５Y６/３ 

２.５Y８/４ 

２.５Y７/３ 

２.５Y６/３ 

２.５Y８/２ 

２.５Y８/４ 

２.５Y７/３ 

２.５Y７/３ 

１０YR１.７/１

１０YR４/６ 

黒色土

黒色土

黒褐色砂質土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

暗褐色土

黄褐色ﾛｰﾑ

黄褐色浮石

にぶい黄橙色浮石

黄褐色ﾛｰﾑ

にぶい黄色ﾛｰﾑ

にぶい黄色浮石

灰白色ﾛｰﾑ

にぶい黄橙色ﾛｰﾑ

浅黄色ﾛｰﾑ

浅黄色浮石

にぶい黄色ﾛｰﾑ

灰白色浮石

浅黄色ﾛｰﾑ

浅黄色浮石

浅黄色ﾛｰﾑ

黒色土と１０YR ４/ １褐灰色ﾛｰﾑの混合層 粘性有。

褐色ﾛｰﾑ

小礫(φ～５㎜)・木根各少量、ﾛｰﾑ粒微量、しまり弱、表土。

To-b微量、Ⅲ層起源の中掫層下半を中心に混入。

中掫母材層、南部浮石起源と考えられる浮石層(φ～２０㎜)微量。

中掫母材層、Ⅲａ層に比べ粘性に富むもののほぼ同質、南部浮石起源と考えられる浮石粒少量。

南部浮石中量、上半には一部中掫も混入する、黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～２㎜)微量。

Ⅳａ層と同様に南部浮石少量含む、ﾛｰﾑ粒微量。

黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～２０㎜)微量、粘性に富む、漸移層。

灰白色浮石(φ～５㎜)微量、しまり強。

黒褐色土ﾌ ﾛ゙ｯｸ(φ２０～１００㎜)少量、粘性有。

黄橙色浮石(φ～２㎜)少量、小礫混入。

黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～２㎜)微量、粘性有。

明黄褐色浮石(φ～１㎜)少量、極小礫混入。

灰白色浮石(φ～５㎜)微量、粘性あり。

淡黄色土との混合層、小礫混入。

灰白色浮石(φ２～１０㎜)、粘性あり、しまり強、明黄褐色浮石(φ１～２㎜)が少量層の下部に混入する。

にぶい黄橙色浮石(φ～３㎜)微量、粘性有強。　



− 14 − − 15 −

第３章　縄文時代の検出遺構と出土遺物 

第３章　縄文時代の検出遺構と出土遺物

第１節　竪穴住居跡

　今回の調査で検出された竪穴住居跡は６軒である。いずれも調査区西側、標高５３～６０m の斜面部

に位置している。平面形は長軸３m 前後の円形もしくは楕円形を呈する。炉は土器埋設炉、地床炉

であるが、炉が検出されなかったものもある。これらの年代は、出土遺物から縄文時代後期を中心と

する時期のものと考えられる。以下、遺構ごとに述べる。

第６号竪穴住居跡（図７）

  ［位置・確認］調査区南西側ＢＬ－１９グリッドを中心に位置する。第Ⅲ層掘り下げ時に黒褐色土の

円形の落ち込みとして確認した。

  ［平面形・規模］長軸２８２㎝、短軸２７９㎝である。平面形は円形を呈する。床面積は４.５㎡である。

  ［堆積土］１３層に分層した。中掫浮石、黄褐色ロームを微量に含む黒褐色土を主体とする。炭化物・

焼土粒が含まれ、１２層内には焼土・炭化物が塊状に混入している。遺物の出土状況からみても堆積

土は人為的にまとまって廃棄されたのであろう。

  ［壁・床面］壁面は緩やかに丸味を帯びて立ち上がる。壁高は８３㎝である。床は第Ⅳ層を床面とし

ており、中央付近がやや窪んでいる。

  ［柱穴・炉］柱穴・炉ともに検出されなかった。遺構内中央の床面直上からは炭化物・焼土塊がまとまっ

て検出されたが、検出状況から、廃棄による二次堆積と考えられる。

  ［その他の施設］床面調査時に南側から土坑が１基検出された。平面形は不整形を呈し、規模は長

軸１５６㎝、短軸１３１㎝、深さ２３㎝である。遺物は出土しておらず、住居跡との重複関係から本土坑の

方が古い。用途に付いては不明だが、住居跡の廃絶時にはすでに埋まっていたものと考えられる。

  ［出土遺物］縄文時代の土器が３６８１.４g 出土した。１は口縁部～胴部上半を欠くほぼ完形の深鉢で

ある。住居内北東側の３層から一括して出土した。底部から丸味を帯びて立ち上がり、口縁部で内湾

する。地文は、単節ＬＲの横回転によって斜走縄文となる。口縁部には、破損部に対になる様に２個

の補修孔が穿孔されている。時期は縄文時代後期後葉～晩期のものと考えられる。２は深鉢の口縁部

破片である。複節ＬＲの横回転によって斜走縄文となる。時期は縄文時代後期のものと考えられる。

  ［小結］ 本遺構は柱穴や炉跡が検出されず、土坑の可能性も考えられるが、平面形や壁面の立ち上が

りなどから住居跡として扱った。出土遺物から縄文時代後期後葉～晩期のものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（澤田）

第７号竪穴住居跡（図８）

  ［位置・確認］ＢＬ・Ｍ－３４に位置する。現代の盛土を除去後に、第Ⅳ層で黒色土の楕円形の落ち

込みとして確認した。

  ［平面形・規模］平面形は、長軸３００㎝、短軸２１６㎝の楕円形を呈する。床面積は４.５㎡である。

  ［堆積土］１１層に分層した。１～４層までの上層は黒色土を主体とし、５～１１層までの下層は黒色土、

黒褐色土及び黄褐色土との混合土を主体とする。上層は自然堆積、下層は人為堆積の可能性が高い。
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第６号竪穴住居跡
第1層
第2層

第3層

第4層

第5層
第6層

第7層

第8層

10YR3/3
10YR2/2

10YR3/3

10YR3/2

10YR1.7/1
10YR2/1

10YR1.7/1

10YR2/2

暗褐色土
黒褐色土

暗褐色土

黒褐色土

黒色土
黒色土

黒色土

黒褐色土

白色浮石(φ～1mm)、黄色浮石(φ2～5㎜)微量。
白色浮石(φ～1mm)少量、黄色浮石(φ2～5㎜)微量、
しまりあり。
白色浮石(φ～1mm)、黄色浮石(φ2～5㎜)、炭化物
(φ1～2mm)微量。黄色浮石は2層よりも粒が大きい、
しまり、粘性ややあり。
黄色浮石(φ2～5㎜)、白色浮石(φ～1mm)微量、
しまりややあり。
粘性ややあり。
黒褐色土多量、上面に黄色浮石(φ2～5㎜)微量、
粘性ややあり。
黒色土多量、黄色浮石(φ2～5㎜)、
炭化物(φ1～2mm)微量、しまり、粘性あり。
黒色土多量、黄色浮石(φ2～5㎜)、炭化物微量、
しまり粘性ややあり。

第9層
第10層
第11層

第12層

第13層

第６号竪穴住居跡 SK1
第1層

第2層

10YR3/2
10YR2/2
10YR2/3

10YR2/1  

10YR3/2

10YR3/2

10YR3/3

黒褐色土
黒褐色土
黒褐色土

黒色土

黒褐色土

黒褐色土と
10YR4/4
褐色土との
混合土
暗褐色土

白色浮石(φ～1mm)、黄色浮石(φ2～5㎜)微量。
白色浮石(φ～1mm)、黄色浮石(φ2～5㎜)微量。
白色浮石(φ～1mm)、黄色浮石(φ1～2mm)微量、
粘性あり。
炭化物(φ1～2mm)微量、焼土と考えられる明褐色
土がﾌ ﾛ゙ｯｸ状に見られる、しまり・粘性ややあり。
黄色浮石(φ2～5㎜)微量。

炭化物・焼土粒少量、黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～5㎜)、
にぶい黄褐色浮石(φ～1㎜)微量。

黄褐色ローム粒(φ1～5㎜)、にぶい黄橙色浮石
(φ～1㎜)、炭化物・焼土粒微量。

1

2

0                                      10 ㎝
(Ｓ＝1/3）
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中居林遺跡Ⅲ
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図７　第６号竪穴住居跡
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第1層   10YR2/2 黒褐色土と10YR2/3黒褐色土との混合土 南部浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。      
第2層   10YR2/1 黒色土     中掫浮石微量。  
第3層   10YR3/1 黒褐色土   にぶい黄褐色浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量、褐色土ﾌﾞﾛｯｸ(φ～30㎜)
                           右下に混入、遺物混入。
第4層   10YR2/1 黒色土     浅黄橙色浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。  
第5層   10YR2/1 黒色土と10YR2/2黒褐色土との混合土 明黄褐色浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。  
第6層   10YR2/2 黒褐色土と10YR3/4明黄褐色土との混合土 明黄褐色浮石(φ1～2㎜)微量。    
第7層   10YR2/2 黒褐色土と10YR6/6にぶい黄褐色土との混合土 明黄褐色浮石(φ1～2㎜)、  

第8層   10YR3/3 暗褐色土と10YR2/2黒褐色土との混合土 明黄褐色浮石(φ1～3㎜)、中掫浮石微量。  
第9層   10YR4/2 灰黄褐色土 明黄褐色浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。  
第10層  10YR2/2 黒褐色土   中掫浮石微量。  
第11層  10YR2/3 黒褐色土   にぶい黄褐色浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。      

第7号竪穴住居跡

第1層   10YR2/2 黒褐色土   黄褐色ﾛｰﾑ(φ1～5㎜)、炭化物(φ1～5㎜)、中掫浮石微量。   
第2層   10YR6/4 にぶい黄橙色粘土と10YR3/2黒褐色土との混合土     
第3層   10YR3/2 黒褐色土   黄褐色ﾛｰﾑ(φ1～5㎜)微量。       
第4層   10YR2/2 黒褐色土   黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～5㎜)少量、中掫浮石微量。       
第5層   10YR2/3 黒褐色土   黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)少量、黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ(φ～20㎜)微量。

第1層   10YR2/2 黒褐色土   南部浮石(φ1～5㎜)少量、中掫浮石微量。  

第7号竪穴住居跡Pit1

第7号竪穴住居跡Pit2   

           中掫浮石微量。

(Ｓ＝1/2　15）

(Ｓ＝1/3　1 ～ 14）
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 ［壁・床面］壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は４０㎝で床面はほぼ平坦であるが、南東側

に若干傾斜している。また、床面北東側からは２８×２４㎝の粘土範囲が検出された。

  ［柱穴］３基検出された。ピット１は長軸５８㎝、短軸４７㎝、深さ８５㎝、ピット２は長軸２９㎝、短軸２５㎝、

深さ１０㎝、ピット３は長軸５２㎝、短軸４０㎝、深さ６㎝である。ピット１は主柱穴の可能性があるが、

これ以外に同様の規模の柱穴は検出されなかった。ピット２・３は掘り込みが浅く、柱穴ではない可

能性も考えられる。

   ［炉］検出されなかった。

  ［出土遺物］堆積土及び床面から縄文時代の土器が１４０７.２g 出土した。この他に無茎平基の石鏃が

１点出土した（１５）。１～７は深鉢及び鉢の口縁部破片である。１は磨消縄文が、２は単軸絡条体第

図８　第７号竪穴住居跡
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第８号竪穴住居跡
第1層

第2層
第3層
第4層

10YR1.7/1

10YR2/2
10YR2/2
10YR2/1

黒色土

黒褐色土
黒褐色土
黒色土

南部浮石(φ1～10㎜)少量、中掫浮石微量、
炭化物(φ1～3㎜)微量。
南部浮石(φ1～15㎜)少量、中掫浮石、炭化物(φ1～2㎜)微量。
南部浮石(φ1～5㎜)少量、中掫浮石微量。
南部浮石(φ1～8㎜)微量、中掫浮石微量。
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５類がそれぞれ施される。５は口唇部が面取りされている。８～１３は胴部破片、１４は単節ＬＲが施

される底部破片である。

  ［小結］炉が検出されず柱穴配置も不明であるが、平面形、規模から竪穴住居跡とした。また、出

土遺物から縄文時代後期のものと考えられる。

第８号竪穴住居跡（図９）

  ［位置・確認］調査区北西のＢＤ－３４グリッドに位置する。現代の盛土除去後に第Ⅳ層で黒色土の

楕円形の落ち込みとして確認した。

  ［平面形・規模］本遺構は斜面上に構築されており南東側が失われている。残存規模は長軸２８３㎝、

短軸１９８㎝であり、楕円形を呈すると考えられる。残存する床面積は３.８㎡である。

  ［堆積土］４層に分層した。いずれも黒色土及び黒褐色土を主体とし、自然堆積と考えられる。

  ［壁・床面］残存する壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は５２㎝で床面はほぼ平坦である。

  ［柱穴］４基検出された。いずれも床面南側から検出されているが、柱穴配置など詳細は不明である。

  ［炉］検出されなかった。

  ［出土遺物］堆積土中から縄文土器が８０.３g 出土した。１は沈線文が施される壷の胴部破片であり、

胴部には穿孔が施される。

  ［小結］ 炉が検出されず柱穴配置も不明であるが、平面形、規模及び周囲の遺構との関係から竪穴住

居跡とした。また、出土遺物から縄文時代後期初頭のものと考えられる。

第９号竪穴住居跡（図１０～１２）

  ［位置・確認］ＢＩ・Ｊ－３５グリッドに位置する。現代の盛土除去後に、第Ⅲ層で黒色土の半円形

の落ち込みとして確認した。

  ［平面形・規模］本遺構は斜面上に構築されている。北側は調査不能区域であり、東側も失われて

いるため平面形は不明である。残存規模は長軸３２９㎝、短軸１７７㎝である。床面積は６.４㎡である。

図９　第８号竪穴住居跡
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第9号竪穴住居跡
第1層   10YR1.7/1 黒色土 　黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、中掫浮石、To-b(φ1～2㎜)、灰白色浮石(φ1～2㎜)微量、遺物混入、Ⅱ層類似。
第2層   10YR2/2 黒褐色土と10YR1.7/1黒色土との混合土 黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、To-b(φ1～2㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 　黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～5㎜)少量、中掫浮石微量、炭化物混入、遺物混入。 
第4層   10YR2/2 黒褐色土 　黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～10㎜)、中掫浮石微量。  
第5層   10YR2/1 黒色土   　黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～5㎜)、中掫浮石微量、炭化物混入。       
第6層   10YR3/3 暗褐色土 　明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)少量、中掫浮石微量、崩落土。
第7層   10YR2/3 黒褐色土 　黒色土少量、明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、中掫浮石微量、炭化物混入、遺物混入。
第8層   5YR5/6 明赤褐色土  焼土層、褐色土ﾌﾞﾛｯｸ中量、明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～10㎜)、中掫浮石微量。
第9号竪穴住居跡SK1  
第1層   10YR2/2 黒褐色土   中掫浮石、明黄褐色浮石(φ2～10㎜)少量、白色浮石(φ2～5㎜)、炭化物(φ～10㎜)微量。
第2層   10YR3/3 暗褐色土 　中掫浮石、明黄褐色浮石(φ2～10㎜)少量、白色浮石(φ2～5㎜)、炭化物(φ～2㎜)微量、遺物混入。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 　中掫浮石、明黄褐色浮石(φ2～8㎜)少量、白色浮石(φ2～8㎜)、炭化物(φ～10㎜)焼土微量、遺物混入。
第4層   10YR3/3 暗褐色土 　黒褐色土、明黄褐色浮石(φ2～5㎜)少量、白色浮石(φ2～3㎜)微量。  
第5層   10YR2/2 黒褐色土 　中掫浮石、明黄褐色浮石(φ2～15㎜)少量、黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ(φ～25㎜)、白色浮石(φ2～5㎜)、炭化物(φ3～20㎜)微量、遺物混入。
第6層   10YR2/3 黒褐色土 　黒褐色土、明黄褐色浮石(φ2～10㎜)少量、白色浮石(φ2～3㎜)、中掫浮石、炭化物(φ3～5㎜)微量。
第7層   10YR2/2 黒褐色土 　中掫浮石、明黄褐色浮石(φ2～4㎜)、白色浮石(φ～2㎜)、黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ(φ～30㎜)微量。
第8層   10YR2/2 黒褐色土 　明黄褐色浮石(φ2～10㎜)少量、中掫浮石微量。     
第9層   10YR2/3 黒褐色土 　にぶい黄橙色浮石(φ2～10㎜)中量、暗褐色土少量、炭化物(φ～10㎜)微量。   

第1層   10YR2/2 黒褐色土 　ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)、炭化物(φ2～3㎜)、明黄褐色浮石(φ2～15㎜)、にぶい黄褐色浮石(φ2～10㎜)微量。
第2層   10YR3/3 暗褐色土 　ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)、明黄褐色浮石(φ2～10㎜)少量、浅黄橙色浮石(φ2～5㎜)、炭化物(φ～2㎜)微量。 
第3層   10YR3/4 暗褐色土 　黄橙色浮石(φ2～8㎜)少量、ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量。

第1層   10YR2/3 黒褐色土 　明黄褐色浮石(φ1～8㎜)少量、黒色土微量。
第2層   10YR2/3 黒褐色土 　浅黄橙色浮石(φ1～5㎜)少量、明黄褐色ﾛｰﾑ(φ1～10㎜)、炭化物(φ～2㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 　明黄褐色浮石(φ1～5㎜)少量、黄橙色浮石(φ1～5㎜)、炭化物(φ～10㎜)微量。
第4層   10YR2/2 黒褐色土 　暗褐色土、黄橙色浮石(φ1～5㎜)微量。

第9号竪穴住居跡SK3  

第9号竪穴住居跡SK2 

－ 18 － － 19 －

第３章　縄文時代の検出遺構と出土遺物 

  ［堆積土］８層に分層した。黒色土及び黒褐色土を主体とし、自然堆積と考えられる。８層は焼土

層であり、地床炉と考えられる。

  ［壁・床面］残存する壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は６０㎝で床面は平坦である。

  ［柱穴］２基検出された。いずれも南西壁付近からの検出であるが、柱穴配置など詳細は不明である。

  ［炉］床面東側から地床炉が検出された。火床面の規模は長軸３０㎝、短軸１８㎝の不整形を呈するが、  

北半は調査不能区域にかかっているため全体形は不明である。火床面直上からは深鉢が敷かれたよう

な状態で出土している（図１１－１）。土器片敷炉の可能性も考えられるが、土器片直上から焼土は検

出されなかった。同様の出土状況は前年度調査で検出された第５号竪穴住居跡でもみられる。

  ［その他の施設］土坑が３基検出された。いずれも本遺構に伴うものと考えられる。第１号土坑は

長軸１９６㎝、短軸９８㎝の楕円形を呈し、深さは５１㎝である。第２号土坑は平面形が直径４６㎝のほぼ

円形を呈し、深さは３４㎝である。ピットの可能性も考えられる。第３号土坑は一部のみの検出であ

るため平面形は不明であるが、長軸５８㎝、残存短軸３９㎝、深さ７７㎝である。

  ［出土遺物］堆積土中から縄文土器が７８５３.７g出土した。図１１－２は波状口縁の深鉢である。口縁

図１０　第９号竪穴住居跡（１）



1

2

3

4

5

8

6

7

9
10

11

0                                      10 ㎝

12

(Ｓ＝1/3）

− 20 −

中居林遺跡Ⅲ

− 21 −

図１１　第９号竪穴住居跡（２）



1

2

3

4

5

6
7

10

(Ｓ＝1/2　6 ～ 8）

(Ｓ＝1/3　1 ～ 5・9・10）

8

9

0                                      10 ㎝

0                            5 ㎝

− 20 − − 21 −

第３章　縄文時代の検出遺構と出土遺物 

図１２　第９号竪穴住居跡（３）

部にはミガキが施され、３条１単位で縦位の隆帯が施される。また口縁部下端には２条の隆帯が横

位に施される。８は第１号土坑周辺からまとまって出土しており、胴部には渦巻文が施される。１１

は縦位及び斜位の隆帯で樹木文様が施される。図１２－６～８は石鏃である。基部形態は６が無茎凹基、

７・ ８は有茎凸基である。９は磨石である。先端部に狭小の機能面を持つ。１０は土製品としたが、

上面には接合痕が３ヶ所確認されることから台付土器の台部の可能性もある。

  ［小結］床面出土遺物から、縄文時代後期初頭のものと考えられる。

第１０号竪穴住居跡（図１３）

  ［位置と確認］調査区西側ＢＪ－２７・２８グリッドに位置する。第Ⅳ層を精査中に黒褐色土の楕円形

の落ち込みとして確認した。
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第1層   10YR2/3 黒褐色土  明赤褐色焼土、明黄褐色ﾛｰﾑ塊(φ5～10㎜)、炭化物塊(φ1～5㎜)、
                          焼土粒(φ1～3㎜)、中掫浮石微量。
第2層   10YR2/3 黒褐色土と10YR4/4褐色土との混合土 焼土粒(φ1～3㎜)、中掫浮石微量。
第3層   10YR4/6 褐色土と10YR2/3黒褐色土との混合土 中掫浮石、明黄褐色焼土中量、黒褐色土少量、
                          焼土粒(φ1～10㎜)、炭化物粒(φ1～7㎜)微量。   
第4層   10YR3/4 暗褐色土  赤褐色焼土、黄褐色土少量、炭化物粒(φ1～5㎜)微量。      

第10号竪穴住居跡

第10号竪穴住居跡炉  

第1層   10YR2/3 黒褐色土  中掫浮石少量、にぶい黄橙色浮石(φ2～3㎜)微量。  
第2層   10YR2/2 黒褐色土  中掫浮石少量、浅黄橙色浮石(φ3～10㎜)、黄褐色浮石(φ2～5㎜)、
                　　　　  炭化物(φ2～3㎜)微量。     
第3層   10YR2/2 黒褐色土  中掫浮石、明黄褐色浮石(φ3～10㎜)少量、炭化物(φ～2㎜)微量。    
第4層   10YR3/2 黒褐色土  黒色土、中掫浮石少量、明黄褐色浮石(φ2～5㎜)、炭化物(φ～5㎜)微量。     

(Ｓ＝1/2　19・20）

1 2

3

4

5

6

7
8

9
10 11

12
13

14

15

19 20 18

1716

(Ｓ＝1/3　1 ～ 18）
0                                      10 ㎝

0                             5 ㎝

－ 22 －

中居林遺跡Ⅲ

－ 23 －
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  ［平面形・規模］遺構の東側が失われているため平面形は不明である。残存規模は長軸３８７㎝、短軸

３０２㎝である。残存する床面積は１０.５㎡である。

  ［堆積土］４層に分層した。いずれも黒褐色土を主体とする。３・４層中には炭化物が含まれる。

  ［壁・床面］残存する壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は２９㎝で床面はほぼ平坦である。

  ［柱穴］１７基検出された。西壁に沿うように分布するものが多いが、本遺構の東側からは検出され

なかったため柱穴配置など詳細は不明である。

  ［炉］床面北東側から焼土範囲が検出された。規模は長軸４４㎝、短軸１８㎝の不整形を呈する。焼土

範囲の下部からは深さ３８㎝の掘り込みが検出された。この焼土範囲は本遺構の地床炉と考えられる

が、検出面の標高が床面よりも低いため、本遺構に伴わない可能性もある。

  ［出土遺物］堆積土中から縄文土器が２７２５.５g 出土した。１～１０・１２・１３は深鉢の口縁部である。

１は波状口縁で渦巻文が施されるが、ミニチュア土器の可能性もある。４・５はともに沈線文が施

される。６は口縁部文様帯を隆帯で区画する。また、縦位の隆帯とともにボタン状の貼付も施され

る。１４は沈線文が施される胴部破片である。外面には赤色顔料が塗布される。１９・２０は石鏃である。

１９は有茎鏃で基部が欠損している。２０は円基鏃である。

  ［小結］出土遺物から縄文時代後期初頭のものと考えられる。

第１１号竪穴住居跡（図１４）

  ［位置と確認］ＢＦ・Ｇ－２６グリッドに位置する。第Ⅲ層を精査中に黒褐色土の円形の落ち込みと

して確認した。

  ［平面形・規模］北東側が失われているものの、長軸２８３㎝、短軸２５６㎝の楕円形を呈すると考え

られる。床面積は５.２㎡である。

  ［堆積土］４層に分層した。黒褐色土及び黒色土を主体とする。３層からは炭化物及び焼土がまとまっ

て出土している。

  ［壁・床面］北東側が失われているが、残存する壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は４９

㎝である。床面はほぼ平坦であるが、斜面下方に当たる東側がやや傾斜している。

  ［柱穴］２基検出された。ピット１は長軸４２㎝、短軸３６㎝の楕円形を呈し、深さは３２㎝である。ピッ

ト２は長軸２８㎝、短軸２４㎝の楕円形を呈し、深さは７㎝である。ピット１が主柱穴の可能性も考え

られるが、詳細は不明である。

  ［炉］床面中央から土器埋設炉が検出された。炉体土器は胴部に単節ＬＲが施された粗製の深鉢で

あるが、底部を欠いた状態で埋設されている。堆積土は掘り方も含め９層に分層した。２層が火床面

と考えられる。また、炉の周囲にも約４８㎝四方の範囲に焼土が分布する。

  ［出土遺物］堆積土中から縄文土器が１６５６.５g 出土した。１は炉体土器である。胴部に最大径を持ち、

口縁部にかけて緩やかに内湾しながら立ち上がる。全面に単節ＬＲが、口縁部にはＢ突起がそれぞれ

施される。３は先端を欠く磨製石斧である。

  ［小結］炉体土器から縄文時代後～晩期の焼失住居と考えられる。なお、出土炭化物を用いた放射

性炭素年代測定では２８１０±３０yr Ｂ P との結果が得られている。詳細は第８章第１節を参照されたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （葛城）
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第1層   10YR2/2 黒褐色土 黒色土少量、焼土粒(φ1～10㎜)、黄橙色浮石粒
                 (φ1～10㎜)、炭化物塊(φ5～20㎜)、中掫浮石

第2層   10YR3/3 暗褐色土 黒褐色土少量、黄橙色浮石粒(φ1～10㎜)微量。
第3層   10YR2/1 黒色土と10YR2/2黒褐色土との混合土 黄橙色浮石粒

                 (φ1～10㎜)、炭化物塊(φ5～20㎜)、焼土塊(φ
                 10～30㎜)、中掫浮石微量。

第4層   10YR3/3 暗褐色土 黄橙色浮石粒(φ1～15㎜)、中掫浮石微量。

第1層   10YR2/2  黒褐色土  黄褐色ﾛｰﾑ粒、中掫浮石、炭化物(φ1～2㎜)微量。
第2層   10YR3/4  暗褐色土  黄褐色焼土多量、黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第3層   10YR2/2  黒褐色土  黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量。
第4層   10YR2/2  黒褐色土  暗褐色土少量、黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量、

         　　　　　炭化物(φ～20㎜)混入。
第5層   10YR3/4  暗褐色土  炭化物(φ1～2㎜)、黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第6層   10YR2/2  黒褐色土  炭化物、明褐色焼土中量、黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第7層   10YR3/3  暗褐色土  黒褐色土少量、黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量。
第8層   5YR5/6 　明赤褐色焼土 炭化物(φ1～2㎜)、明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量。
第9層   10YR2/1  黒色土    黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。

第11号竪穴住居跡 第11号竪穴住居跡土器埋設炉

         To-b(1～3㎜)微量。
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図１４　第１１号竪穴住居跡
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第２節　土坑

　今回の調査で検出された縄文時代の土坑は２５基である。個別の記載は行わず概要のみを述べる。個々

の計測値などについては遺構一覧表を参照されたい。

　縄文時代の土坑はＢＵラインから西側、標高５０～５９m の傾斜面に分布している。検出された２５基の

約半数にあたる１２基がＢＰ－１５グリッド付近にまとまって分布している。これらは第Ⅲ～Ⅴ層で検出さ

れた。

　平面形は円形を基調とするもの２１基、方形を基調とするもの２基、不整形のもの２基に分類した。円

形基調のものの内、長軸を短軸で割った値が１.２未満を円形、１.２以上を楕円形とした場合、円形は１６基（第

２８・５５・５９・６０・６３・６４・６９・７２・８１・８４・９６・１１１・１１３・１１４・１３１・１３３号土坑）、楕円形は５基（第

５３・５４・６８・１３２・１６５号土坑）である。方形基調のものは方形（第９１号土坑）と長方形（第１１２号土坑）

のものがある。この他に不整形のもの（第１０３・１１６号土坑）がある。

　規模は、長軸が５０～１６１㎝で平均は１０６㎝である。短軸が４８～１５８㎝で平均は９８㎝である。深さが

１１～１２２㎝で平均は４８㎝である。

　断面形は底面から開口部に向かって緩やかに外傾しながら立ち上がるもの（第５３・５４・６４・９１・９６・

１０３・１１１・１１２・１１４・１１６・１３２号土坑）、底面から外傾しながら立ち上がり、途中で屈曲し大きく外反

するもの（第８１・１１３・１３３号土坑）、フラスコ状を呈するもの（第２８・５５・５９・６０・６３・６８・６９・７２・

８４・１３１号土坑）、立ち上がりが一様でないもの（第１６５号土坑）がある。

　底面はほぼ平坦であるが、底面に小ピットを持つもの（第８１･１１３･１１４・１３３号土坑）がある。小ピッ

トは底面ほぼ中央から１～５基検出された。小ピットの規模は、第８１号土坑が１基で直径１９㎝、深さ２２

㎝、第１１３号土坑が５基で直径７～１１㎝、深さ１９～２９㎝、第１１４号土坑が４基で直径８～１５㎝、深さ

６～１５㎝、第１３３号土坑が５基で直径７～１０㎝、深さ１４～２７㎝である。

　堆積土は黒色土及び黒褐色土を主体とする。堆積土中には第Ⅲ・Ⅳ層起源と考えられる中掫浮石及び

南部浮石が含まれ、総じて自然堆積の可能性が高い。また、第５５号土坑は地滑りの影響を受けており、

断面にずれが生じている。

　出土遺物は、主に縄文時代中～後期にかけての土器、石器が出土した。大半が、土器の小破片や石鏃

及び磨製石斧がわずかに出土するもの（第２８･６０･９１･９６･１１６号土坑）であるが、第１３１号土坑からは

まとまって出土している。１２は鉢の胴部破片である。沈線文が施され、外面には赤色顔料が付着している。

９・１４・１５は深鉢である。いずれも頸部にくびれをもち、口縁部にかけて外反する。９は底面直上から

出土した。地文に単節ＲＬが、口縁部～胴部にはＳ字状文がそれぞれ施される。

　年代については、出土遺物から縄文時代中期後葉から後期初頭のものと考えられる。遺物が出土しな

かったものについても、堆積土及び断面形状などからおおむね縄文時代のものと考えられるが、他の年

代に帰属するものが含まれている可能性も否定できない。また、前述のように本遺構群の分布について

は調査区西側にまとまりが見られ、後世に削平が行われたと考えられる調査区東側からは検出されなかっ

た。しかし、沢１の底面からは縄文土器及び第３号木組遺構が検出されていることから、当該期の遺構、

遺物がほとんど検出されなかった沢１の周辺を含む調査区東側についても、何らかの人間活動が行われ

ていた可能性が考えられる。
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第28号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色土 中掫浮石粒少量、
                         明黄褐色浮石粒(φ1～2㎜)微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土 中掫浮石少量、
                         明黄褐色浮石粒(φ1～2㎜)微量。
第3層   10YR4/4 褐色土   暗褐色土多量、浅黄橙色浮石粒(φ1～2㎜)微量、
                         壁面崩落土。
第4層   10YR3/2 黒褐色土 褐色土多量、黄橙色浮石粒(φ1～2㎜)微量。
第5層   10YR3/3 暗褐色土 明黄褐色浮石粒少量。
第6層   10YR3/4 暗褐色土 褐色土多量、明黄褐色浮石粒(φ2～5㎜)微量。
第53号土坑
第1層   10YR2/1 黒色土   中掫浮石、南部浮石(φ1～5㎜)微量。
第54号土坑
第1層   10YR2/1 黒色土   南部浮石(φ1～8㎜)少量、中掫浮石微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ1～3㎜)少量。
第3層   10YR2/1 黒色土   南部浮石(φ1～10㎜)微量。
第55号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ1～5㎜)少量、中掫浮石、
                         白色ﾛｰﾑ(φ1～10㎜)微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ1～10㎜)少量、中掫浮石微量。
第3層   10YR3/3 暗褐色砂質土と10YR4/4褐色ﾛｰﾑの混合土 黒色土少量、
                         白色ﾛｰﾑ(φ1～10㎜)微量。
第4層   10YR2/2 黒褐色土 中掫浮石、南部浮石(φ1～15㎜)微量。
第5層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ1～10㎜)少量、中掫浮石、
                         白色ﾛｰﾑ(φ1～20㎜)微量。
第59号土坑
第1層   10YR2/1 黒色土   中掫浮石、南部浮石(φ1～10㎜)微量。
第2層   10YR2/3 黒褐色土 中掫浮石、南部浮石(φ1～10㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ1～8㎜)少量、中掫浮石微量。
第4層   10YR2/2 黒褐色土 褐色ﾛｰﾑ、中掫浮石、南部浮石(φ1～8㎜)微量。
第5層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ1～10㎜)少量、中掫浮石、褐色ﾛｰﾑ微量。

第60号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色土 中掫浮石少量、南部浮石(φ1～10㎜)、
                         白色ﾛｰﾑ(φ1～5㎜)微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土 中掫浮石、南部浮石(φ1～8㎜)少量、
                         炭化物(φ～20㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ1～5㎜)少量、中掫浮石微量。
第4層   10YR2/2 黒褐色土 中掫浮石、南部浮石(φ1～8㎜)微量。
第5層   10YR2/1 黒色土   中掫浮石、南部浮石(φ1～10㎜)微量。

第63号土坑
第1層   10YR2/3 黒褐色土 暗褐色土少量、南部浮石(φ3～10㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、
                         中掫浮石、炭化物塊(φ2～10㎜)微量。
第2層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ3～10㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第3層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ3～10㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第4層   10YR3/4 暗褐色土と10YR2/3黒褐色土との混合土 南部浮石(φ3～7㎜)、
　　　　　               黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第5層   10YR3/4 暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土 南部浮石(φ3～10㎜)、
　　　　　               黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第6層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ2～5㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。

第64号土坑
第1層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ2～10㎜)、中掫浮石、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。

第68号土坑
第1層   10YR3/3 暗褐色土と10YR4/4褐色土との混合土 浅黄橙色浮石(φ1～2㎜)、
                         中掫浮石微量、ﾋﾞﾆｰﾙ片混入、現代のｶｸﾗﾝ。
第2層   10YR2/3 黒褐色土 にぶい黄褐色ﾌﾞﾛｯｸ少量、浅黄橙色浮石(φ1～2㎜)、
                         中掫浮石微量、現代のｶｸﾗﾝ。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 黄橙色浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第4層   10YR3/3 暗褐色土 黄橙色浮石(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第5層   10YR2/2 黒褐色土 黄橙色浮石(φ1～3㎜)、中掫浮石微量。

第69号土坑
第1層   10YR2/1 黒色土   南部浮石(φ3～10㎜)少量、中掫浮石、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第2層   10YR3/4 暗褐色土 南部浮石(φ3～10㎜)少量、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、
                         中掫浮石微量。
第3層   10YR3/2 黒褐色土と10YR3/3暗褐色土との混合土 南部浮石(φ3～10㎜)少量、
                         黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第4層   10YR3/3 暗褐色土 南部浮石(φ3～10㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒、中掫浮石微量。
第5層   10YR3/2 黒褐色土と10YR3/4暗褐色土との混合土 南部浮石(φ3～10㎜)少量、
                         黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第6層   10YR3/2 黒褐色土 南部浮石(φ3～5㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、中掫浮石微量。

第72号土坑
第1層   10YR2/3 黒褐色土 中掫浮石、南部浮石(φ1～3㎜)、白色ﾛｰﾑ(φ1～2㎜)微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ1～5㎜)少量、白色ﾛｰﾑ(φ1～3㎜)、中掫浮石、
                         炭化物(φ1～3㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ1～10㎜)少量、中掫浮石、黄褐色ﾛｰﾑ微量。
第81号土坑
第1層   10YR2/3 黒褐色土 中掫浮石少量、南部浮石(φ1～5㎜)、白色ﾛｰﾑ(φ1～10㎜)微量、
　　　　　               やや砂質土。
第2層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ1～8㎜)少量、白色ﾛｰﾑ(φ1～5㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ1～10㎜)少量、白色ﾛｰﾑ(φ1～3㎜)微量。
第4層   10YR3/3 暗褐色土 南部浮石(φ1～8㎜)少量、白色ﾛｰﾑ(φ1～5㎜)微量、
                         崩落土。
第5層   10YR2/2 黒褐色土 南部浮石(φ1～15㎜)中量、白色ﾛｰﾑ(φ1～3㎜)微量。
第6層   10YR2/3 黒褐色土 南部浮石(φ1～8㎜)少量。
第7層   10YR2/2 黒褐色土と10YR3/3暗褐色土との混合土、南部浮石(φ1～15㎜)中量、
　　　　　               白色ﾛｰﾑ(φ1～10㎜)微量。
第8層   10YR4/4 褐色ﾛｰﾑ  南部浮石(φ1～5㎜)少量、白色ﾛｰﾑ(φ1～10㎜)微量。
第9層   10YR3/3 暗褐色土と10YR2/2黒褐色土の混合土　南部浮石(φ1～20㎜)少量、
　　　　　               黄褐色ﾛｰﾑ微量。
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図１５　縄文時代の土坑（１）
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第84号土坑
第1層   10YR3/3 暗褐色土  南部浮石(φ1～5㎜)、黄褐色ﾛｰﾑ少量、中掫浮石微量。
第2層   10YR3/2 黒褐色土  南部浮石(φ1～3㎜)、中掫浮石微量。
第3層   10YR3/3 暗褐色土  黒褐色土少量、南部浮石(φ1～3㎜)、中掫浮石微量。
第4層   10YR2/2 黒褐色土  南部浮石(φ1～5㎜)少量、中掫浮石微量。

第91号土坑
第1層   10YR2/3 黒褐色砂質土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～4㎜)、中掫浮石、
                          灰白色浮石(φ1～2㎜)微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土  明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、中掫浮石、
                          焼土粒(φ～1㎜)微量、1層に比べやや粘性に富む。
第3層   10YR3/3 暗褐色土  明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～5㎜)少量、
                          酸化鉄ﾌﾞﾛｯｸ(φ1～5㎜)、灰白色浮石(φ1～2㎜)、
　　　　　　　　　　　　  中掫浮石微量。
第4層   10YR2/3 黒褐色土  明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、中掫浮石微量。
第5層   10YR2/3 黒褐色土  にぶい黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～5㎜)少量。
第96号土坑
第1層   10YR1.7/1 黒色土  中掫浮石、南部浮石(φ1～5㎜)、
                          白色ﾛｰﾑ(φ1～3㎜)微量。
第2層   10YR2/1 黒色土    南部浮石(φ1～15㎜)少量、中掫浮石、
                          白色ﾛｰﾑ(φ1～3㎜)微量。
第3層   10YR2/2 黒褐色土  南部浮石(φ1～5㎜)、白色ﾛｰﾑ(φ1～2㎜)微量。
第4層   10YR3/2 黒褐色土と10YR2/1黒色土の混合土 南部浮石(φ1～8㎜)少量、
                          白色ﾛｰﾑ(φ1～2㎜)微量。
第103号土坑
第1層   10YR1.7/1 黒色土  黄色浮石(φ3～5㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)微量。
第2層   10YR2/3 黒褐色土  黄色浮石(φ5～10㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)微量。
第3層   10YR2/2 黒褐色土  黄色浮石(φ3～5㎜)、黄色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)微量。

第111号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色土  黄褐色浮石粒(φ1～10㎜)、中掫浮石微量。

第112号土坑
第1層   10YR2/3 黒褐色土  黄褐色浮石粒(φ1～10㎜)、中掫浮石微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土  黄褐色浮石ﾌﾞﾛｯｸ(φ10～20㎜)、
                          黄褐色浮石粒(φ1～10㎜)、中掫浮石微量、粘性あり。

第113号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色土  にぶい黄褐色浮石(φ2～10㎜)、
                          黄褐色浮石(φ1～10㎜)少量。
第2層   10YR2/3 黒褐色土  黄橙色浮石(φ2～8㎜)少量
                          黄褐色浮石(φ2～10㎜)、にぶい黄色浮石(φ～8㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土  黄橙色浮石(φ2～5㎜)微量。
第4層   10YR2/2 黒褐色土  にぶい黄橙色浮石(φ2～10㎜)少量、
                          黄褐色浮石(φ2～3㎜)微量。
第5層   10YR3/3 暗褐色土  にぶい黄橙色浮石(φ2～5㎜)、
                          黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ3～5㎜)、黒色土微量。
第6層   10YR3/3 暗褐色土  にぶい黄橙色浮石(φ2～15㎜)少量、
                          明褐色ﾛｰﾑ粒(φ～4㎜)微量。
第7層   10YR2/2 黒褐色土  明黄褐色浮石(φ2～10㎜)少量。
第8層   10YR3/3 暗褐色土と10YR4/4褐色土との混合土
                          明黄褐色浮石(φ2～5㎜)、灰白色浮石(φ2～3㎜)微量。
第9層   10YR3/3 暗褐色土と10YR4/4褐色土との混合土
                          黄褐色浮石(φ2～5㎜)微量。

第114号土坑
第1層   10YR2/1 黒色土    明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～10㎜)少量。
第2層   10YR3/3 暗褐色土  明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～8㎜)微量。
第3層   10YR2/2 黒褐色土  明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)微量。

第116号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色土  黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～30㎜)少量、炭化物(φ1～2㎜)、
                          灰白色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量。
第2層   10YR2/3 黒褐色砂質土 黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、灰白色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量、
                          中掫浮石混入、やや粘土質。
第3層   10YR3/4 暗褐色砂質土 黒色土ﾌﾞﾛｯｸ(φ～20㎜)混入
                          明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量、中掫浮石混入。
第4層   10YR3/3 暗褐色土  明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量、中掫浮石混入。
第5層   10YR3/3 暗褐色土  明黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ(φ～30㎜)少量、
                          黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第6層   10YR2/3 黒褐色土  にぶい黄橙色砂質土多量、黄褐色ﾛｰﾑﾌ ﾛ゙ｯｸ(φ10～20㎜)少量。

第131号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色砂質土 にぶい黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～10㎜)、炭化物(φ1～2㎜)、
　　　　　                中掫浮石微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色砂質土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～10㎜)少量、炭化物(φ1～3㎜)、
　　　　　                中掫浮石微量、遺物混入。
第3層   10YR4/6 褐色焼土  黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、炭化物(φ1～3㎜)微量。
第4層   10YR2/3 黒褐色土  黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～15㎜)少量、中掫浮石微量。
第5層   10YR2/3 黒褐色土  にぶい黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、炭化物(φ1～2㎜)微量、
　　　　　                粘性あり。
第6層   10YR3/3 暗褐色土  黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、灰黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～3㎜)微量。
第7層   10YR3/3 暗褐色土  褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、炭化物(φ1～2㎜)微量、粘性あり、
　　　　　                9層と同質。
第8層   10YR7/4 にぶい黄橙色ﾛｰﾑ 褐色ﾛｰﾑ少量、炭化物(φ1～2㎜)微量、壁面崩落土。
第9層   10YR3/3 暗褐色土  にぶい黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、炭化物(φ1～2㎜)微量、
　　　　　                粘性あり、7層と同質。
第10層  10YR3/3 暗褐色土と10YR5/4にぶい黄褐色ﾛｰﾑとの混合土
　　　　　                灰白色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第11層  10YR2/2 黒褐色土  灰白色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。

第132号土坑
第1層   10YR2/2 黒褐色土  明黄褐色浮石(φ～15㎜)中量、中掫浮石少量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土  黄褐色浮石(φ～5㎜)少量、中掫浮石微量。
第3層   10YR2/2 黒褐色土  明黄褐色浮石(φ～10㎜)、中掫浮石少量。
第4層   10YR3/3 暗褐色土  明黄褐色浮石(φ～5㎜)少量、中掫浮石微量。

第10層  10YR3/2 黒褐色土  にぶい黄橙色浮石(φ2～10㎜)少量、
                　　　　  にぶい黄橙色ﾛｰﾑ層状に混入、黄褐色浮石(φ2～5㎜)微量。
第11層  10YR3/3 暗褐色土  明黄褐色浮石(φ2～10㎜)、にぶい黄褐色土少量。
第12層  10YR3/3 暗褐色土  にぶい黄橙色浮石(φ2～7㎜)少量、
                          にぶい黄橙色浮石(φ2～5㎜)微量。
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図１６　縄文時代の土坑（２）
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第133号土坑
第1層   10YR2/1 黒色土   明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～10㎜)少量、灰白色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～10㎜)、灰白色ﾛｰﾑ粒(φ1～8㎜)微量。
第3層   10YR2/3 黒褐色土 黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～5㎜)微量。
第4層   10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～10㎜)少量、
                         灰白色ﾛｰﾑ粒(φ1～5㎜)微量。
第5層   10YR2/2 黒褐色土と10YR3/3暗褐色土との混合土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)微量。
第6層   10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第165号土坑

第1層   10YR2/3 黒褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～5㎜)中量、
                         灰白色浮石粒(φ～1㎜)、焼土粒微量。
第2層   10YR3/4 暗褐色土と10YR2/2黒褐色土との混合土
　　　　　               明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。
第3層   10YR2/2 黒褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量。

第1号溝状土坑
第1層   10YR2/1 黒色土   黒褐色土中量、中掫浮石少量、明黄褐色浮石(φ2～5㎜）、
                         褐色土ﾛｰﾑ粒(φ3～8㎜)微量。
第2層   10YR2/2 黒褐色土 中掫浮石、明黄褐色浮石(φ2～5㎜)微量。
第3層   10YR2/1 黒色土   明黄褐色浮石(φ2～5㎜)少量、中掫浮石微量。
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第３節　溝状土坑

　今回の調査で検出された溝状土坑は１基である。溝状土坑は過去２度の調査も含めて、はじめての検出

である。ただし、前節で述べた床面に小ピットをもつ土坑は落し穴と考えられることから、本遺跡は縄文

時代を通して断続的に狩猟場として利用されたと考えられる。以下、第１号溝状土坑について述べる。

第１号溝状土坑（図１７）

  ［位置と確認］調査区北西端ＢＥ－３５・３６グリッドに位置する。標高５９ｍの斜面から、等高線にほぼ平

行する様に検出された。第Ⅳ層を精査中に黒色土の溝状の落ち込みとして確認した。

  ［重複］第５号溝跡と重複し本遺構が古い。

  ［平面形・規模］規模は長軸３００㎝、短軸２３㎝、深さ６０㎝である。

  ［堆積土］堆積土は３層に分層した。黒色土を主体とし、層中には中掫浮石を含む。

  ［出土遺物］堆積土中から口縁部に沈線文の施された土器破片が１点出土した。１９は深鉢の胴部破片で

ある。胴部には単節ＲＬが施され、胎土には海綿骨針が含まれる。

  ［小結］出土遺物から縄文時代後期以降のものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）

図１７　縄文時代の土坑（３）・溝状土坑
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図１８　縄文時代の土坑・溝状土坑出土遺物
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第４節　木組遺構

　今回の調査で検出された木組遺構は３基である。この内、縄文時代に帰属すると考えられるものは第３

号木組遺構１基である。本遺構は検出状況から沢１に伴う遺構であるが、縄文時代に帰属する遺構である

ため本節で記述する。

第３号木組遺構（図１９～２２）

［位置・確認］ＣＦ・Ｇ－２９グリッドに位置する。沢１底面の礫層除去後に本遺構の一部を検出した。

［平面形・規模］平面形は長軸２３７㎝、短軸１３３㎝の長方形を呈する。また、沢１の底面を掘り込んで構

築されており、その深さは２６㎝である。

［構造］構造については便宜上、杭、木枠、掘り込み、流路に分類して述べる。

杭（図１９・２２－１～５）　

　４本検出された。樹種は全てクリである。杭１（２）は長さ５０.６㎝、幅９.７㎝、厚さ７.１㎝、杭２（３・５）

は長さ４３.３㎝、幅９㎝、厚さ７㎝（３）、長さ２１.８㎝、幅６.８㎝、厚さ５.４㎝（５）、杭３（１）は長さ３５㎝、

幅６.９㎝、厚さ５.９㎝、杭４（４）は長さ２１.６㎝、幅６.８㎝、厚さ３㎝である。杭１・２は東側に傾いている。

これらは遺構底面に打ち込まれており、その深さは杭１～３が約２０㎝、杭４が約１０㎝である。いずれも掘

り方が確認されなかったため、直接打ち込まれたものと考えられる。これらは台形状に配置され、杭同士

の間隔は、杭１－２が４９㎝､ 杭２－３が１５９㎝、杭３－４が９７㎝、杭４－１が２０２㎝である。

木枠（図１９・２２－６・７）

　北辺と西辺で確認した。いずれもクリの丸木材を使用している。Ｗ－１１（７）は北辺に設置されており、

長さ２２０㎝、幅１３.８㎝、厚さ１３.８㎝である。面取りされており、断面形は多角形状を呈する。この外側

には、長さ１５６㎝、幅２６㎝の丸木材（Ｗ－１５～１７）が設置されている。Ｗ－９（６）は西辺に設置されてお

り、長さ７３.９㎝、幅１８.７㎝、厚さ８.４㎝である。丸木材を半割し、切断面を上に向けて設置されている。

この外側にも長さ６２㎝、幅１１㎝の丸木材（Ｗ－１０）が設置されている。これらの下部には黒褐色土が堆積

している。堆積土との区別はできなかったが、木枠を固定するためのものである可能性も考えられる。また、

木枠は南辺及び東辺からは検出されなかった。しかし杭は４本検出されていることから、本来は木枠が長

方形に設置されていた可能性が高い。

　また、木枠との関連が考えられる木材も出土した。Ｗ－１１の北側から出土したＷ－８は長さ約３２㎝の棒

状を呈する。Ｗ－６・７はＷ－９の北側から出土した。Ｗ－７は半割材であるが、切断面を下に向けてい

る。Ｗ－１～３・１３は南東側からまとまって出土しているが、遺存状態が悪く本遺構に伴うかは不明である。

Ｗ－１・２の樹種はクリである。

掘り込み

　木枠内は掘り込まれている。掘り込みの深さは最大２６㎝で、底面はほぼ平坦である。また、底面に敷物、

敷板及び礫の集積などの施設は確認できなかった。

流路

　本遺構が検出された場所における沢１の底面幅は約５６㎝である。沢１の底面が極端に狭くなるのは本遺

構周辺のみであることから、意図的に本区域に構築している可能性も考えられる。

［堆積土］２層に分層した。黒褐色土を主体とする。２層からはクルミ、トチの果皮が出土した。総じて自
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然堆積と考えられる。

［出土遺物］底面から木製容器が２点出土した。詳細については後述する。また直径４～３７㎝の自然礫が、

Ｗ－９・１０の西側から４点まとまって出土した。用途は不明であるが、本遺構に伴う可能性が考えられる。

礫の下部には７４×６４㎝の不整形の掘り込みが検出された。なお、本遺構に伴う土器は出土しなかった。

［小結］本遺構の用途は、堅果類の果皮が堆積土中から出土したこと、木製容器の未製品が底面から出土

したことから、水さらし場及び貯蔵場が考えられる。本遺構の年代は、図２２－３の杭２及び図２１－１の木

製容器を用いた放射性炭素年代測定結果から、縄文時代中期後葉のものと考えられる。詳細は第８章第１

節を参照されたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）

　　　　　　　　

木製容器（図２０－１・図２１－１）

　容器の大まかな形を作り出した段階の容器の未製品が２点出土した。いずれも、樹種はクリで、横木取

りの半割材を素材としている。

鉢形（図２０－１）

　把手と脚部のある浅鉢の未製品である。容器全体の大まかな形を作り、内部を刳り抜き始めた段階のも

のである。年輪の形状から、脚部近くに樹芯部があったことが伺える。素材の広い割れ面側を底部とした

横木取りである。素材は芯持ちの半割材もしくは板目材と思われる。年輪数は６０～７０本前後を数える。

全長７２.６㎝、最大幅３１.０㎝、高さ１９.０㎝である。

　表面はおおむね平滑で、外縁から中央に向けて緩やかに窪む。側面は図のむかって左側中央部を除いて、

概ね平らに面取りされている。側面と底面との境は明瞭である。底面と脚部は起伏があり加工も粗く、表

と側面に比べ成形は進んでいない。

　脚部は２つあり、幅４～６㎝高さ１～２㎝の長方形に削り出されているが、この段階では平らな面が少な

く高さも不揃いで、設置した際は不安定である。

　把手は、容器上面と同じ高さで長軸方向に作り出されている。容器本体と把手の境は、側面を一段深く

抉られている。一方の把手裏面では抉りが溝状をなし、他方の把手は中央にも抉りがある。また、この幅

の狭い把手の片側は、本体との境に抉りが無く本体から直線状に延びていることや、把手付近の本体側面

に若干の起伏がありざらつくことから、成形途中で割れた可能性が考えられる。

　表面には刳り抜き始めの痕跡が２カ所明瞭に残る。縁から２～４㎝内側を刳り抜き、深さは１～２㎝と浅

い。側縁中央から把手側へは、幅１～２㎝の連続した細かい加工あり、加工が階段状をなす部分もみられる。

面取りされた側面は材の繊維がケバ立ち全体にざらつく。

　想定される容器の完成品は、器の厚さを約２㎝の均一とした場合、容器内部は長軸長４０～４５㎝短軸長

２０～２５㎝の楕円形で、深さ１５㎝未満と推測される。

皿形（図２１－１）

　平面形は、長軸方向の一方が直線状に、一部欠損している他方は丸味を帯びる長方形となる。長さ７３

㎝幅４２㎝高さ２０.５㎝である。端部が全面成形されているため、木取りの方向は不明瞭であるが、素材は

芯無しの半割材と考えられる。

　内部はほぼ完全に刳り抜かれている。内部底は起伏があるが、平滑に整形されている部分もある。口縁

からの深さは５～１０㎝である。側面の厚さがほぼ一定であることや口縁形状も比較的整っている点から、
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図１９　第３号木組遺構（１）
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図２０　第３号木組遺構（２）
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図２１　第３号木組遺構（３）

表面の大半は完成形に近い形状まで削られている。欠損している下端部は残存状況から、内部底からごく

緩やかに立ち上がり、わずかな高みのある縁であったことが推測される。断面形は幅広のＵ字状を呈する。

　裏面は成形された箇所が少なく、枝節部が残り樹皮を剥いだ素材採取時のままの部分が多い。表面に比

べ、一つ一つの加工の幅が大きく深い。連続して削られた跡が溝状となる部分もある。容器の厚さを均一

にするため、裏面の最も高い位置から表面にむかって大きさ３～５㎝単位の削りの跡が連続する。工具の

刃部痕から、幅５㎝と２～３㎝の２種類の工具を使用していたことが伺える。

　想定される完成品は、器厚を約４㎝の均一とした場合、長さ約７０㎝幅約４０㎝の長方形で、深さ５㎝前

後と推測される。

　これまでの調査事例から、木製容器の製作工程は「①原木からの木取り→②両端の削り（素材採取）→③

全体の形を大まかに作る。粗い削り（成形）→④内部の刳り抜き→⑤細部調整・磨き（整形）→⑥仕上げ」の手

順となる。加工痕跡から、鉢形容器は④の開始段階である。皿形容器は③表面成形→④内部刳り抜き→③

裏面成形の順が想定される。また、これまでの事例では楕円形容器の木取りは、素材の広い割れ面側を容

器の上面にしている。鉢形容器のように広い割れ面を底部とする「逆」の横木取りは稀であり、類例は福島

県荒屋敷遺跡にてトチノキの浅鉢未製品が１点確認されている。

　木材を加工しやすくするには、材を安定させる（木材の水分を一定に保つ）ことが重要とされる。加工

途中で材が乾燥した場合や加工を一次中断する場合には、一定の水分を与えて形状を安定させるため、水

量の比較的安定した木組みの内部に置いて水漬けしていたことが考えられる。　　　　　 　 　（杉野森）
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図２２　第３号木組遺構（４）
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第５節　遺構外出土遺物

　本節では、遺構外から出土した遺物に加え、古代以降の遺構から出土した縄文時代に帰属する遺物

も併せて記載する。ただし、沢１・２、沢頭、第１６号溝跡出土遺物については第６章で詳述する。

　以下、土器、石器、土製品に分類してその概要を述べる。

１．土器（図２３～２７）

　遺構外からは約７７㎏の縄文土器が出土し、内８５点を掲載した。ここでは、後世の流れ込みの可能

性が高い平安時代の竪穴住居跡や、中・近世・時期不明の土坑・溝跡・井戸跡・ピットからの出土土

器も併せて掲載した。遺構外出土の縄文土器は、第Ⅱ・Ⅲ層を主体として出土している。

　分布をみると、Ａ区西側の斜面からＢ区の沢１周辺、沢１以南にかけて出土し、中でも第７・９号

竪穴住居跡や第１３１号土坑、ＢＩ－２２グリッド付近にややまとまりがみられる。対して、Ａ区東側の

段差が生じるＢＱライン付近やＢ区北東部、平坦部である C・Ｄ区からはほとんど出土していない。

土層の堆積状況や遺構の検出状況からみても、Ａ区東側からＤ区にかけては、その大半が後世に削平

を受けていると考えられる。

　出土した土器には、縄文時代前期から晩期まで時期幅がみられるが、その主体は後期のものである。

文様や形態などから時期ごとに分類し、記述する。

縄文時代前期の土器（図２３－２・２６－５・８・９・２７－３）

　前期前葉から後葉のものが出土した。図２６－５・８・９は前期前葉に相当する深鉢の口縁部破片

である。直立気味または外反する口縁部となり、中でも図２６－５は口唇付近で大きく外反する。地

文は単節ＬＲの横回転によって斜走縄文となり、Ｓ字状の結節回転文が多条に施される。図２６－８の

口唇には縄文の側面押圧によって等間隔に装飾が巡る。胎土はやや粗雑で、繊維が混入する。図２６

－８には補修孔が１個穿孔される。時期は円筒下層ａ式に相当すると考えられる。図２６－５のように、

白座式との関連が伺えるものもみられる。

　図２３－２は前期後葉に相当する深鉢の口縁部破片である。外反し、波状口縁を呈すると考えられる。

口唇には棒状工具によって方形の刻み目列が巡る。口縁部外面には丸味を帯びた山形突起が付き、胴

部には微隆帯が１条巡る。突起部には単節ＬＲの側面押圧が、微隆帯には右方向からの方形の刺突列

がそれぞれ施される。地文は、口縁部には単節ＬＲによる側面押圧が施文され、胴部には無節Ｒの巻

き方向をかえた短軸絡条帯第１Ａ類が縦方向に施文される。時期は円筒下層ｄ式に相当すると考えら

れる。図２７－３は胎土に繊維が混入し、無節Ｒの短軸絡条体第１Ａ類を縦方向に施文した後に単節Ｒ

Ｌを縦方向に施文している。詳細な時期は不明だが、円筒下層式に相当すると考えられる。

縄文時代中期の土器（図２３－１・３～５）

　中期前葉から末葉のものが出土した。図２３－１・３・４は中期前葉～中葉の深鉢の口縁部及び胴部

破片である。図２３－３は大型の山形突起の一部である。口縁部がやや肥厚し、隆帯文が施される。図

２３－１・４は口縁部付近で緩やかに外反しながら立ち上がる破片である。口縁部から胴部にかけては

細い粘土紐の貼り付けによって隆帯文が施される。欠損しているが、丸味を帯びて外側に開く台形状

の山形突起が４単位付くと考えられる。地文は、図２３－３のように隆帯上や隆帯間に無節Ｌの側面押
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圧や単節ＬＲの馬蹄形押圧が施文されるもの、図２３－１のように単節ＬＲ・ＲＬの結束第１種によっ

て羽状縄文となるものがある。図２３－１の口縁部には破損部に沿うように補修孔が３個穿孔される。

時期は、図２３－３が円筒上層ｂ式、１・４が円筒上層ｄ式に相当すると考えられる。

　図２３－５は中期後葉～末葉の深鉢の胴部破片である。磨消縄文によって垂下文が施され、磨消部に

は刺突文が施される。時期は、最花式～大木１０式並行に相当すると考えられる。

縄文時代後期の土器（図２３－６～２０、２４－１～１５、２５－１～４・６～１０・１２～１５、２７－２）

　後期初頭から後葉のものがみられ、中でも初頭から前葉のものが最も多い。図２３－６～１９・２４

－１・２５－１４は後期初頭のものである。出土した後期初頭の土器については、ここでは一括して取

り扱い、土器型式については言及しない。出土したものの大半が深鉢の口縁部及び胴部破片である。

波状口縁となるものが多く、図２３－６～１１のように隆帯文・刺突列・刻み目列が施されるものや、図

２３－１４・１５・２５－１４のように磨消縄文によってコ字状・クランク状などの方形文が施されるもの、

図２３－１３・１６・２４－１のように折り返し口縁や微隆帯によって口縁部が肥厚し、磨消縄文によって三

角形文が施されるもの、図２３－１７～１９のように沈線文が施されるものがある。図２３－９～１１には円

形の貼付の中央に刺突を施し、ボタン状となる突起が付き、図２３－１７～１９には口縁部外面に丸味を

帯びる瘤状の突起が付く。中には図２３－１２のように竹管状の工具によって環状の刺突文が施される

ものもある。地文は単節ＲＬや無節Ｌ・Ｒもみられるが、単節ＬＲが大半を占める。縦回転によって

斜走縄文となるものが多い。

　図２４－２～１５・２５－１・２・４・６・７・１５・２７－２は後期前葉のものである。深鉢・鉢・浅鉢・壷の

口縁部・胴部・底部破片である。口縁部は図２４－２～４の深鉢のように微隆帯によってやや肥厚する

波状口縁となるものや、図２４－１１の浅鉢ように外面に沈線がめぐり平縁となるものがある。文様は

沈線によってウロコ状を呈するもの（図２４－２）や、弧線状文（図２４－３・６・図２５－２）・渦巻状文（図

２４－９）・方形文（図２４－７・１０）・波状入組文（図２４－１１～１４・図２５－１）など多様である。中には図２４

－５のように彫りの浅い櫛状工具によって三角形文が施されるものもある。壷の破片の中には、図２５

－４のように頸部が細くすぼまり橋状の突起が付くものや、図２５－６のように断面にヒゴ状工具によっ

て切断痕がみられるものもある。地文は無地文となるものが大半である。中には図２７－２のように格

子状沈線文が施文されるものや、図２４－１４・１５のように単節ＬＲや無節Ｌの縄文地となるものもある。

無地文のものにはミガキによって内外面が研磨され光沢を持つものもみられ、図２４－８のように赤彩

されるものもある。時期は十腰内Ⅰ式に相当するものと考えられる。

　図２３－２０・２５－３・８～１０・１２・１３は後期中葉～後葉に相当する深鉢・鉢・壷の口縁部破片である。

後期中葉～後葉のものは、出土量が少なく、いずれも小破片である。図２３－２０のように隆帯によって

口縁部が肥厚し、ミガキによって磨消縄文が施されるものや、図２５－８のように無文帯を持つ波状

口縁となり、胴部に平行沈線文が施されるものなどがみられる。時期は、図２５－８・９が十腰内Ⅱ式、

図２３－２０・２５－３・１０・１２・１３が十腰内Ⅱ～Ⅴ式に相当すると考えられる。

縄文時代中期～後期の土器

（ 図２４－１６・１７・２５－５・１１・１９～２３・２６－１～４・６・７・１０～１３・２７－１・４～１２）

　無地文・縄文地のみで時期判断が困難なものを一括した。無地文の壷・鉢がわずかにみられるが、

その多くは縄文地の深鉢の破片である。深鉢の口縁部～胴部形態は、胴部付近から口縁部にかけて緩
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やかに内反しながら立ち上がるもの（図２５－１９・２０）、丸味を帯びて立ち上がるもの（図２６－４・６・７）、

緩やかに外傾しながら立ち上がるもの（図２５－２２・２３・２６－１～３・１０～１３）がみられる。緩やかに

外傾しながら立ち上がるものの中には、口縁部付近で外側に屈曲するもの（図２６－３・１３）や折り返

し口縁によって断面形が段状に張り出すもの（図２６－１０・１１）もみられる。底部破片には図２７－１０の

ように底部外面に柾目痕がみられるものもあり、中には底部内外面にケズリによる調整痕がみられる

ものもある（図２７－９）。地文は単節ＬＲが多く、次いで単節ＲＬ、無節Ｌ・Ｒがみられる。縦回転

や横回転によって斜走縄文となるものが大半を占め、斜走縄文の中にも複数の原体を撚り合わせるこ

とで異条・付加条となるものもある（図２６－３）。単節ＬＲの側面押圧が施文されるもの、単節ＬＲ・

ＲＬの結束第２種が施文されるもの、無節Ｒの短軸絡条体が施文されるものもみられる。図２６－４や

２７－６には補修孔が穿孔される。時期は縄文時代中期後葉～後期に相当すると考えられる。

縄文時代晩期の土器（図２５－１６～１８）

　晩期中葉から後葉のものがわずかにみられる。図２５－１６は鉢または浅鉢の口縁部破片である。口

唇には彫込みによって二股に分かれる山形突起が付き、内外面には沈線によって三叉文が施される。

図２５－１７は台付浅鉢・皿の台部と考えられる破片である。内外面にミガキが施され、外面下部には

段差が見られる。図２５－１８は壷の胴部破片である。やや下膨れの形態を呈し、胴部上半には沈線によっ

て工字文が施される。地文は無地文または単節ＬＲの横回転によって斜走縄文となる。時期は大洞Ｃ

２式～Ａ式に相当すると考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（澤田）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．石器（図２８～３０）

　石器は、製品及び製品以外の二次調整の施されない剥片も含め、大半が第Ⅱ・Ⅲ層からの出土であ

る。これらは基本層序第Ⅱ・Ⅲ層が良好に残存するＢＵラインより西側の標高４９～６０m の斜面上か

ら出土した。これより東側からは沢１に伴うものを除き出土しなかった。このような出土状況は縄文

土器と同様である。これはＢ～Ｄ区を中心として、中世以降のものと考えられる大規模な削平との関

連が伺える。

　今回の調査で遺構外から出土した石器は８０点である。剥片石器では石鏃、石匙、石篦、スクレイ

パー類、礫石器では磨製石斧、磨石、敲石、石冠が出土した。この他に二次調整の施されない剥片が

約２００点出土した。

　石材は剥片石器の大半が珪質頁岩製であるが、礫石器は安山岩、砂岩、粗粒玄武岩など多岐にわた

る。ここでは、古代の住居跡及び中・近世のピットから出土したものも合わせて掲載し、器種ごとに

その概要を述べる。計測値は観察表を参照されたい。

石鏃（図２８－１～２4 ）

　２４点出土した。無茎（１・２・４・５）、有茎（６・７・９～２４）、円基（３）、尖基（８）に分類した。１は抉

入部が作り出される凹基鏃である。２・４・５は平基鏃である。２は木葉形を呈する。６・７は基部

を欠損するが、肩部の形状から凸基鏃と考えられる。１６は鏃身が肩部から先端部にかけて極端に細

くなっている。１８は凹基鏃で抉りが深い。２３は先端部を欠損するが、長さが６３.７㎜ある大型のもの

である。２０は未製品と考えられる。石材については、５は凝灰岩製であるが、他は全て珪質頁岩製
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である。

石匙（図２８－２５～２９）

　５点出土した。２６・２７・２９は縦型、２８は横型の石匙である。２７は腹面右側縁に急角度の調整が施

される。２８のつまみ部にはアスファルトが付着する。２５はつまみ部と考えられる。全て珪質頁岩製

である。

石篦（図２８－３０・３１）

　２点出土した。３１はつまみを有し、先端が丸みを帯びる。いわゆる大石平型石篦と呼ばれるもの

である。いずれも珪質頁岩製である。

スクレイパー類（図２８－３４・３５）

　不定形のもので、縁辺に連続した剥離を施すものである。２点を図示した。３４は石匙の可能性も

考えられる。３５は腹面右側縁に連続した剥離が施され、刃部が形成されている。いずれも珪質頁岩

製である。

不明（図２８－３２・３３）

　破損品や未製品など、剥片石器の中でも器種を特定できないものを一括した。３２・３３はともに欠

損しているが、石鏃の可能性がある。いずれも珪質頁岩製である。　

磨製石斧（図２９－１～９）

　１２点出土し、９点を図示した。全て破損品である。１・４は刃部破片である。２・３・５～９は

刃部を欠損する。いずれも基部に向かって細くなり、断面形は長方形及び楕円形である。石材は頁岩、

安山岩、砂岩、粗粒玄武岩、花崗閃緑岩、緑色細粒凝灰岩、ホルンフェルスである。

敲石（図２９－１０～１４、図３０－１・２）

　６点図示した。一面及び複数面に敲打痕が見られるものである。１０は両面に敲打痕が見られる。

１１も両面の複数箇所に敲打痕が見られる。石材は安山岩、砂岩、粗粒玄武岩である。

磨石（図３０－３～８）

　６点図示した。側縁に磨り痕が見られるものが大半であるが、５は上面に磨り痕が見られる。６～

８は磨り痕と敲打痕が見られるものである。１０㎝程度の円礫を用いており、いずれも磨り痕は側縁

に見られる。７は敲打痕が複数面に見られる。石材は安山岩、砂岩である。

石冠（図３０－９）

　１点出土した。破損品であるが、胴部に連続する敲打痕が帯状に巡ることから北海道式石冠と考え

られる。側面には磨り痕が見られる。安山岩製である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．土製品（図２７－１３）

　鐸形土製品が調査区西側ＢＱ－３３グリッド第Ⅱ層から１点出土した。ツマミ部と胴部の一部が残

存している。ツマミ部には棒状工具によって穿孔される。文様は、ツマミ部の付け根から胴部にかけ

て沈線文や刺突文が施される。時期は後期初頭～前葉に相当する。 　　　　　　　　　 　 （澤田）　
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図２３　縄文時代の遺構外出土遺物（１）
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図２４　縄文時代の遺構外出土遺物（２）
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図２６　縄文時代の遺構外出土遺物（４）
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図２７　縄文時代の遺構外出土遺物（５）
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図２８　縄文時代の遺構外出土遺物（６）
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図２９　縄文時代の遺構外出土遺物（７）
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図３０　縄文時代の遺構外出土遺物（８）
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第１節　竪穴住居跡

第３号竪穴住居跡（図３１）

［位置・確認］調査区南西端、ＢＢ－１２グリッドを中心に位置する。第Ⅱ層除去後に黒色土の落ち込

みとして確認した。南側は平成１９年度調査で検出及び精査が行われている。今回の調査範囲は、前回

調査時に未買収区域だった範囲である。

［平面形・規模］斜面下方にあたる東側は失われている。今回調査した範囲は残存長軸１４８㎝、短軸４５９㎝、床面積７.５

㎡の範囲である。前回調査分と合わせた規模は長軸８６２㎝、短軸６００㎝の楕円形を呈し、床面積は４３.６㎡となる。

［堆積土］６層に分層した。黒色土及び黒褐色土を主体とする。３層は炭化物層である。なお、前回調

査で検出された埋没時に堆積したと考えられる火山灰層は、今回の調査では検出されなかった。また、

ＢＢ－１２グリッドを起点とする５０㎝四方の小グリッドを設定し、床面及び床面直上の土壌サンプルを

採取した。分析結果については第８章第２節を参照されたい。

［壁・床面］壁は外傾しながら立ち上がる。壁高は７９㎝である。床面はほぼ平坦であるが、東側で斜面

下方に傾斜している。

［柱穴］２７基検出された。主柱穴と考えられる大型のものはなく、大半が直径１０㎝前後の小型のも

のである。また、前回調査で指摘された３条のピット列は今回の調査でも確認できた。すなわち壁際

から、ピット２－３－１９を結びピット２３に至る列、ピット４－７－１を結びピット１３に至る列、ピット

５－６－１０－１２を結ぶ列である。

［炉］検出されなかった。

［その他の施設］西壁で壁周溝を検出した。前回調査で検出されたものと連続するものであり、今回

検出された規模は、幅７～２２㎝、長さ１６２㎝、深さ２９㎝である。

［出土遺物］堆積土中及び床面直上から甕、壷が出土した。１～７は甕の口縁部・胴部破片である。

口縁部が外反し、頸部にミガキによる無文帯が巡る。口縁部形態は平縁となるもの（１）、平縁に平行

沈線が巡るもの（４・５）、波状口縁となり、沈線が外面に巡るもの（２・３）がある。２には口唇に二

山の突起が施され、内面に２条の沈線が巡る。胴部には単節ＲＬが施され、縦走縄文となるもの（１）、

斜走縄文となるもの（６・７）がある。６には平行沈線文が施され、７には平行沈線と２段の刺突列が

巡る。４・５は同一個体と考えられ、壷の口縁部である可能性もある。８は鉢または浅鉢である。外

面にはミガキの後、変形工字文が施される。９は壷の口縁部～頸部破片である。調整はやや荒く、無

地文となり、口唇付近には対応するように２個の穿孔がみられる。破損した痕がみられないことから、

紐などを通すために用いられたのであろう。付着物をみると、甕である１～７には内外面にススが付

着している。中には内面に内容物のコゲがみられるもの（３）もある。しかし、２・８のように外面に

赤色顔料が塗布されるものにもススがみられることから、住居の焼失に伴って被熱した可能性が高い。

時期は弥生時代前期～中期の馬場野Ⅱ式～大石平Ⅵ式に相当すると考えられる。中には６のように二

枚橋式との関連性が伺われるものも出土している。前年度調査の出土遺物と比べると、弥生時代中期

後葉の遺物はみられないものの、主体となる出土遺物の帰属時期は大きく矛盾しない。

［小結］出土遺物及び堆積土の状況から、弥生時代中期の焼失住居と考えられる。　　　　　　（葛城）
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図３１　第３号竪穴住居跡（１）
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第２節　遺構外出土遺物（図３３）

　弥生土器はＡ区南西側のＢＣ―１４・ＢＥ―１２グリッドなどの急斜面から出土した。多くが小破片であっ

たため、残存部位の特徴から甕、鉢、浅鉢・高坏、壷に分類して掲載した。

　１～１０は肩部が丸みを帯びる甕の破片で、口縁部が外反し、無文帯を持つものが主体となる。口縁部

に単節ＲＬの縦走または斜走縄文が施され、平行沈線が巡るもの（１・２）、肩部に平行沈線が巡るもの（４・

６～１０）がある。１１～１３はやや丸みを帯びて外傾する甕の口縁部破片である。口唇には縄文による回転

押圧が施され、外面と内面には交互に刻み目列が巡る。二山状の突起が等間隔に配置されるようである。

口縁部外面には沈線と連弧状文が描かれる。文様と対応するように穿孔されるもの（１１）、内外面に楕円

形の押圧が交互に巡る口唇装飾となり、口縁部外面にやや崩れた平行沈線が巡るもの（１３）もある。地文

は単節ＲＬによる斜走縄文となるが、条痕地となるもの（１２）もある。１５～１９は甕の頸部付近の破片で、

同一個体の可能性も考えられる。無地文部に平行沈線文や交互刺突文が施される。２４～２６はいずれも小

破片で器形は判然としないが、鉢と考えられるものである。２４は胴部破片で、単節ＲＬ・ＬＲによって

羽状縄文が施文され、磨消縄文が施される。２５は平縁となる口縁部で、口唇に突起が付き、口縁部内外

面には２条の平行沈線が巡る。２６は口唇に彫り込みが施され、平行沈線と３段の刺突列が巡る。２０は

波状口縁となる浅鉢または高坏である。底部付近ですぼまり、台部を伴う可能性が高い。胴部はミガキ

によって無地文となり、変形工字文と考えられる文様が施される。２１は波状口縁となる高坏の口縁部で、

内外面に沈線が巡る。胴部外面には単節ＬＲによって斜走または横走縄文が施文され、磨消縄文によっ

て楕円形の文様が施される。２２・２３は高坏の台部と考えられる。磨消縄文によって楕円形の文様が施さ

れ、２２には刺突列が巡る。２７・２８は同一個体である壷の胴部破片である。０段多条の単節ＲＬによる斜

走縄文が施文され、沈線や磨消縄文によって工字状の文様が施される。２９は口縁部を欠く壷で、頸部に

隆帯・単沈線が巡る。胴部には単節ＲＬの縦回転によって縦走縄文となり、平行沈線・刺突と鋸歯状沈

線文が描かれる。ススは主に甕にみられ、４・１３には一部コゲが付着する。浅鉢・高坏である２１・２３に

は縄文地部分に赤色顔料が塗布される。時期は弥生時代前期後葉～中期前葉である馬場野Ⅱ式～大石平

Ⅵ式に相当するもの（１～１０・２０～２５・２７・２８）、中期後葉～後期前葉である念仏間式～天王山式に相当

するもの（１１～１９・２６・２９）がみられる。　　　　　　　　　　　                              　　  （澤田）

図３２　第３号竪穴住居跡（２）
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図３３　弥生時代の遺構外出土遺物
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第５章　古代の検出遺構と出土遺物

第１節　竪穴住居跡

　古代の竪穴住居跡は４軒検出された。遺構の時期については、出土遺物及び火山灰の堆積状況などから

１０世紀前半以前のものとそれ以降のものとに大別できる。以下、遺構ごとに述べる。

第１２号竪穴住居跡（図３４）

［位置・確認］ＢＰ－３５グリッドを中心に位置する。第Ⅰ層除去後に黒色土の落ち込みとして確認した。

［平面形・規模］残存長軸３９５㎝、残存短軸１３０㎝である。平面形は方形を呈すると考えられるが、西側

は調査不能区域のため全体形は不明である。残存床面積は３㎡である。

［堆積土］４層に分層した。黒色土を主体とする。２層にはＢ－Ｔm が層状に、３層にはＴo－ａがブロック

状にそれぞれ堆積する。いずれも自然堆積と考えられる。また、床面直上には炭化物及び焼土が広がりをもっ

て検出された。

［壁・床面］残存する壁は緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は５３㎝である。床面はほぼ平坦である。

また、ピット１の周辺からは貼床が検出された。

［柱穴］１基検出された。長軸３２㎝、短軸２２㎝の楕円形を呈し、深さは７㎝である。

［カマド］検出されなかった。

［その他の施設］土坑を１基検出した。平面形は長軸４６㎝、短軸３６㎝の楕円形を呈し、深さは３８㎝であ

る。規模などから柱穴の可能性も考えられる。

［出土遺物］図示しなかったが、堆積土中から土師器甕の小片が出土している。

［小結］本住居跡は炭化物の検出状況から焼失住居と考えられる。またＢ－Ｔm が層状に堆積していること

から、１０世紀前半には廃絶されたものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（葛城）

第１３号竪穴住居跡（図３５・３６）

［位置・確認］ＢＫ－２６グリッドを中心に位置する。第Ⅲ層調査時に黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］カマドの煙出部が縄文時代の第１１６号土坑と重複し、本住居跡が新しい。

［平面形・規模］長軸４６６㎝、短軸４５８㎝である。平面形は方形を呈する。推定床面積は１９.５㎡である。

［堆積土］１４層に分層した。黒色土を主体とする。２層にはＢ－Ｔm 及びＴo－ａがまとまって堆積している。

３層にはＢ－Ｔm が少量混入する。Ｂ－Ｔm 及びＴo－ａは、住居内北西側に広がりをもって堆積しているこ

とから、自然堆積と考えられる。床面直上には少量だが炭化物や焼土、粘土塊が検出された。１３・１４層

はそれぞれ壁溝・掘方の堆積土である。

［壁・床面］壁面は緩やかに外傾しながら立ち上がる。最大壁高は北東側で、７５㎝となる。床面はほぼ平

坦で、中央付近を除く大部分から白色ロームと黒褐色土との混合土による貼床が検出された。

［柱穴］６基検出された。楕円形を呈し、北側・南西側から検出されたが、柱穴配置などは不明である。

［壁溝］幅１１～２４㎝、深さ７～１５㎝となる。東壁側で浅く、西壁側で深くなっている。

［カマド］北西壁の中央付近から１基検出された。火床面、袖の一部、地下式の煙道及び煙出部が検出された。
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明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。

－ 52 － － 53 －

第５章　古代の検出遺構と出土遺物

火床面は長軸３５㎝、短軸２３㎝の不整形である。袖部は扁平の礫と粘土で構築されており、縦位に据えた

礫を芯材に用いた石組みのカマドの可能性が考えられる。芯材に用いたと考えられる礫からは被熱痕は見

られなかった。火床面の上層からは、混合土や粘土、焼土とともに芯材と同質の礫が覆い被さる様に出土

した。出土状況から石組のカマドの天井部であった可能性が考えられる。軸方向はＮ―４３°―Ｗである。

［その他の施設］土坑が３基検出された。カマド燃焼部の下、北東角、カマド西脇にそれぞれ１基ずつ検出

された。平面形は土坑１がやや楕円形、土坑２・３が円形を呈する。それぞれ長軸が (９６㎝) 、１１１㎝、８６

㎝となり、短軸が７７㎝、９６㎝、７４㎝、深さが３０㎝、２３㎝、６８㎝である。重複関係は土坑１が壁溝より古く、

土坑２がカマド火床面より古い。断面形はともに底面付近がやや外側に入り組んだフラスコ状となる。土坑

の用途については不明だが、土坑２については、カマドの構築に伴う施設であった可能性が考えられる。

［出土遺物］ 床面、カマド及び堆積土中から土師器が５８点、１３４５.６g、礫石器が１点、７２５.９g 出土した。

この他に須恵器甕の胴部小破片及び縄文時代の石鏃が１点出土している。図３７－１は坏である。平底で口

縁部はやや内湾し、内外面にはミガキが施される。内外面に明瞭な段は見られない。外面の胴部上半に微

隆帯が巡るが、意図的なものかは不明である。２～５は甕である。頸部が屈曲するもの（２）と直線的に立

ち上がるもの（３）がある。２は頸部に段を持たず、口縁部も短い。４・５は底部に屈曲部を持つ。５は底

部から胴部にかけて大きく外反しながら立ち上がる。外面にはハケメ、内面にはナデが施される。６は小

型土器の底部破片である。７は凹石である。下端が欠損している。

［小結］ 出土遺物やＢ－Ｔｍ及びＴo－ａの堆積状況から８世紀後半のものと考えられる。また、堆積土中の

Ｂ－Ｔｍ及びＴo－ａについては採取・分析を行った。分析結果については第８章第６節を参照されたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（澤田）

図３４　第１２号竪穴住居跡
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図３５　第１３号竪穴住居跡（１）
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第13号竪穴住居跡    

第1層   10YR2/2 黒褐色土と10YR5/6黄褐色ﾛｰﾑとの混合土 黄褐色ﾛｰﾑ少量。 
第2層   10YR3/2 黒褐色土と10YR5/6黄褐色ﾛｰﾑとの混合土 黄褐色ﾛｰﾑ少量。
第3層   10YR6/4 にぶい黄橙色粘土と10YR3/4暗褐色土との混合土 黒色土少量。    
第4層   10YR4/6 褐色土  

第13号竪穴住居跡SK1

第13号竪穴住居跡SK3  

第1層   10YR2/3 黒褐色土と10YR4/4褐色土との混合土 灰黄褐色浮石(φ～5㎜)少量。
                 にぶい黄橙色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ微量。   

第2層   10YR8/3 浅黄橙色粘土と10YR2/2黒褐色土との混合土 暗褐色土ﾌﾞﾛｯｸ少量、
                 褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ微量。   

第3層   10YR3/3 暗褐色土 黄褐色ﾛｰﾑ(φ～5㎜)微量、しまり弱。      
第4層   10YR2/3 黒褐色土 明黄褐色浮石(φ～3㎜)、明黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ微量。   
第5層   10YR3/4 暗褐色土と10YR2/2黒褐色土との混合土　明黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ少量。  
第6層   10YR2/1 黒色土   灰白色粘土微量。

第13号竪穴住居跡Pit1 

第1層   10YR2/2 黒褐色土と10YR3/3暗褐色土との混合土 にぶい黄橙色浮石粒
　　　　         (φ～1㎜)少量、黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、灰白色浮石粒(φ1
                 ～2㎜)微量。  

第2層   10YR7/4 にぶい黄橙色ﾛｰﾑと10YR2/3黒褐色土との混合土    

第1層   7.5YR2/2黒褐色土 明黄褐色灰B－Tm(φ～1㎜)、にぶい黄橙色灰(φ～1㎜)、
                明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、灰白色浮石粒(φ1～2㎜)微量、
                しまりがある。

第2層   10YR2/2 黒褐色土と10YR7/4にぶい黄橙色灰（B－Tm）との混合土
                 一部にTo－aがﾌﾞﾛｯｸ状に入る、       

第3層   10YR3/2 黒褐色土 B－Tm少量。  
第4層   10YR2/1 黒色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～5㎜)、2層との層界に灰白色浮石粒

　　　　         (φ2～7㎜)が少量。    
第5層   10YR2/1 黒色土と10YR3/3暗褐色土との混合土 灰白色浮石粒(φ2～5㎜)少量、

                  ﾛｰﾑ粒(φ2～8㎜)微量、中掫混入。     
第6層   10YR2/3 黒褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)中量、灰白色粒(φ1～2㎜)少量、

                 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～5㎜)微量。       
第7層   10YR2/1 黒色土と10YR2/2黒褐色土との混合土 褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)少量、

                 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～7㎜)微量。   
第8層   10YR2/1 黒色土 　明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～10㎜)少量、灰白色浮石粒(φ2～5㎜)微量。      
第9層   10YR2/1 黒色土と10YR3/3暗褐色土との混合土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～5㎜)、

                 灰白色浮石粒(φ1～2㎜)、炭化物・焼土粒微量、      

第10層  10YR3/3 暗褐色土 一部黒色土がﾌﾞﾛｯｸ状に混入、明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～5㎜)少量、
                 灰白色浮石粒(φ1～2㎜)、焼土粒微量。  

第11層  10YR2/1 黒色土 　一部褐色土がﾌﾞﾛｯｸ状に混入。明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ2～5㎜)少量、
                 灰白色浮石粒(φ1～2㎜)微量。  

第12層  10YR3/3 暗褐色土 黄橙色浮石(φ～3㎜)、焼土粒・粘土粒微量。       
第13層  10YR2/2 黒褐色土 壁溝堆積土。    
第14層  10YR2/2 黒褐色土 暗褐色土中量、黒色土、明黄褐色浮石(φ～10㎜)少量。

　　　　         掘方堆積土。  

第1層   10YR2/3 黒褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ、にぶい黄橙色浮石(φ～1㎜)
                 黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)少量、焼土粒微量。   

第2層   10YR2/2 黒褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～2㎜)中量、
                 にぶい黄橙色浮石粒(φ～1㎜)少量、焼土粒微量。     

第3層   10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ～2㎜)、
                 にぶい黄橙色浮石(φ～1㎜)、焼土粒微量。   

第4層   10YR2/3 黒褐色土 にぶい黄橙色浮石粒(φ～3㎜)、焼土粒少量。
第5層   10YR4/4 褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～2㎜)少量、

                 焼土粒、炭化物微量。       
第6層   5YR4/4  にぶい赤褐色土 一部に暗褐色土混入、焼土粒少量、

                 炭化物、にぶい黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ～3㎜)微量。       
第7層   10YR3/3 暗褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～2㎜)、焼土粒少量、

                 炭化物微量、掘方堆積土。      
第8層   10YR2/2 黒褐色土 にぶい黄橙色ﾛｰﾑ(φ～5㎜)微量。
第9層   5YR3/6  暗赤褐色焼土 火床面。  
第10層  10YR2/2 黒褐色土 明黄褐色ﾛｰﾑ(φ～5㎜)、炭化物粒微量。    
第11層  10YR2/3 黒褐色土 黄褐色ﾛｰﾑ(φ～10㎜)少量、礫微量。       
第12層  10YR3/3 暗褐色土 褐色ﾛｰﾑ(φ～1㎜)、にぶい黄橙色浮石

　　　　         (φ～10㎜)微量。       
第13層  10YR3/2 黒褐色土 にぶい黄橙色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ(φ～20㎜)少量、

　　　　         黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ(φ～20㎜)微量、ｶﾏﾄﾞｿﾃﾞ。 
第14層  10YR5/4 にぶい黄褐色ﾛｰﾑ にぶい黄橙色ﾛｰﾑﾌ ﾛ゙ｯｸ(φ～5㎜)微量、ｶﾏﾄ ｿ゙ﾃﾞ。
第15層  10YR6/4 にぶい黄橙色ﾛｰﾑ 黒褐色土、黄橙色浮石(φ～25㎜)微量、ｶﾏﾄ ｿ゙ﾃ 。゙   
第16層  10YR2/2 黒褐色土 明黄褐色浮石(φ～8㎜)微量。     
第17層  10YR2/2 黒褐色土 明黄褐色浮石(φ～3㎜)微量、掘方。          
第18層  10YR2/2 黒褐色土 黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、To－b(φ1～2㎜)微量。  
第19層  10YR5/4 にぶい黄褐色粘土 黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。ｶﾏﾄ 構゙築材の流入。   
第20層  10YR3/3 暗褐色土と10YR2/1黒色土との混合土 黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量。     
第21層  10YR4/4 褐色粘土 明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量、ｶﾏﾄﾞ構築材の流入。  
第22層  10YR2/2 黒褐色土 黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)微量、

　　　　         明黄褐色ﾛｰﾑﾌﾞﾛｯｸ(φ～30㎜)混入。     
第23層  10YR5/4 にぶい黄褐色ﾛｰﾑと10YR3/3暗褐色土との混合土 しまり弱い。    
第24層  10YR2/2 黒褐色土 黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量。      

第13号竪穴住居跡ｶﾏﾄﾞ 

第1層   10YR2/1 黒色土   褐色ﾛｰﾑ(φ～15㎜)少量。 
第2層   10YR3/4 褐色ﾛｰﾑ  黒褐色土少量、明黄褐色浮石粒(φ～3㎜)微量。     
第3層   10YR2/2 黒褐色土 黄褐色ﾛｰﾑ(φ～5㎜)、焼土粒、炭化物粒微量。      
第4層   10YR3/2 黒褐色土 明黄褐色浮石(φ～5㎜)少量。     
第5層   10YR3/2 黒褐色土 明黄褐色浮石(φ～8㎜)少量、

第13号竪穴住居跡SK2  

第1層   10YR2/2 黒褐色土 明黄褐色浮石(φ～15㎜)、    

第2層   10YR3/3 暗褐色土 黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～15㎜)、黒褐色土少量。   
第3層   2.5YR7/3浅黄橙色ﾛｰﾑ にぶい黄褐色土少量。    

第13号竪穴住居跡Pit2 

                          明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～5㎜)少量。

         炭化物(φ～10㎜)微量。

         黄褐色土が一部ﾌﾞﾛｯｸ状に混入。

         灰白色浮石粒(φ1～2㎜)微量。
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図３６　第１３号竪穴住居跡（２）
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第１４号竪穴住居跡（図３８）

［位置・確認］ＣＥ－２６・２７グリッドに位置する。第Ⅴ層調査時に黒色土の落ち込みとして確認した。

［重複］西壁が時期不明の第１１７号土坑と重複し、本住居跡が古い。

［平面形・規模］長軸１９９㎝、短軸１７５㎝である。残存状態から平面形は方形を呈すると考えられる。推定

床面積は３.２㎡である。

［堆積土］３層に分層した。黒色土である１層が主体となる。１層にはＢ－Ｔm 及びＴo－ａがブロック状に

堆積し、検出状況から人為堆積と考えられる。３層は掘方の堆積土である。

［壁・床面］緩やかに外傾しながら立ち上がる。壁高は３７㎝だが、残存状態が良好ではなく、東側からは

壁面の立ち上がりはほとんど確認されなかった。床面はほぼ平坦となるが、東側は削平によってほとんど

残存していない。

［カマド］検出されなかった。西壁を中心に長軸７９㎝、短軸６８㎝の不整形の焼土が検出されたが、堆積

状況などから火床面の可能性は低い。

［出土遺物］ 図示しなかったが、堆積土中から土師器小破片が出土した。

［小結］ 住居跡内からはＢ－Ｔm 及びＴo－ａがブロック状に検出されたが、堆積状況などから土師器などの

小破片とともに廃棄されたものと考えられる。焼土についても範囲が判然としないため同様である可能性が

高い。Ｂ－Ｔm 及びＴo－ａの検出状況などから１０世紀後半火山灰降下以降のものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（澤田）

第１７号竪穴住居跡（図３８）

［位置・確認］ＢＦ－２５グリッド付近に位置する。第Ⅳ層調査時に黒色土の落ち込みとして確認した。

［平面形・規模］残存長軸２５８㎝、残存短軸２１２㎝である。残存状態から平面形は方形を呈すると考えられる。

残存床面積は５.１㎡である。

［堆積土］２層に分層した。黒褐色土・黒色土となる。１層が主体となり、２層は壁際に一部堆積していた。

図３７　第１３号竪穴住居跡（３）
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明褐色焼土と10YR4/4褐色砂質土との混合土　黒色土がﾌ ﾛ゙ｯｸ状に少量、炭化物微量、砂質。

第17号竪穴住居跡
第1層
第2層
第17号竪穴住居跡カマド
第1層
第2層
第3層
第4層
第5層

10YR2/1
10YR2/3

10YR3/4
10YR2/3
10YR5/6
10YR3/3
7.5YR5/8

黒色土
黒褐色土

暗褐色土
黒褐色土
黄褐色粘土
暗褐色土
明褐色焼土

明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、炭化物(φ1～2㎜)、灰白色浮石(φ1～2㎜)微量。
黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～3㎜)、灰白色浮石(φ～1㎜)微量。

明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、灰白色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、炭化物(φ1～2㎜)微量、ｶﾏﾄﾞ堆積土。
灰白色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)、明黄褐色ﾛｰﾑ粒(φ～1㎜)微量、ｶﾏﾄﾞ堆積土。
灰白色ﾛｰﾑ粒(φ1～10㎜)、炭化物(φ1～5㎜)微量、ｶﾏﾄﾞｿﾃﾞ。
黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、炭化物(φ～1㎜)微量。
黒褐色土少量、浅黄橙色ﾛｰﾑ粒(φ1～2㎜)、炭化物(φ1～2㎜)微量、火床面。
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図３８　第１４・１７号竪穴住居跡
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床面直上には炭化物が広がりをもって検出された。

［壁・床面］残存する壁は直立気味に外側へと立ち上がる。壁高は３３㎝だが、多くが削平されており、残

存するのは西壁と南北壁の一部である。床面はほぼ平坦である。

 ［カマド］北壁から１基検出された。火床面、袖部の一部が検出されたが残存状態はよくない。火床面は

長軸３０㎝、短軸２６㎝の円形である。袖部は粘土で構築されている。軸方向はＮ―３１°―Ｗである。

［出土遺物］ 床面直上から土師器甕及び土製品が出土した。図３８－１は球胴甕、２は土製紡錘車である。

［小結］出土遺物から８世紀代の焼失住居と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　 （澤田）

第２節　遺構外出土遺物

　古代の遺構外出土遺物は４８９点、４７５１.８g 出土した。土師器が主体を占め、須恵器はわずかに甕の胴部

破片が１点、他は掲載した土・石製品である。これらの大半は調査区西側のＡ区から出土し、Ｂ区より東

側からはほとんど出土しなかった。おおよそ奈良、平安時代のものと考えられる。

　１は土師器甕の胴部破片である。胴部上半は外面ハケメ、内面ミガキが施される。奈良時代のものと考

えられる。２は土師器甕の底部破片である。外面ケズリ、内面ナデ、外底面にはミガキが施され木葉痕が

確認できる。３は土師器鉢の胴部破片である。胴部の内外面ともにナデが施される。平安時代のものと考

えられる。４は土製紡錘車、５は中央に穿孔が施される頁岩製の石製品である。６は３面を砥面とする砥

石である。７は石製装身具である。破損部には縦位に穿孔が施されるが、欠損しているため、全体形は不

明である。丁寧に研磨されており、中世以降のものである可能性も考えられる。　　　　　　　　（葛城）

図３９　古代の遺構外出土遺物
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第６章　中・近世の検出遺構と出土遺物

第１節　掘立柱建物跡・ピット

［復元の経緯］

　本調査で検出されたピットは１８５０基である。検出層位および共伴遺物から、ピット群の成立年代

は中世末以降を主体とすると考えられる。調査期間中は柱穴列の想定を行うなど掘り残しがないよう

努めた。本報告書記載の復元案は、調査終了後に作られた遺構配置図をもとに、元八戸工業大学教授

高島成侑氏が作成したものである。建物跡の基本情報は次頁表１、柱穴・ピット内の出土遺物の情報

は巻末の遺物観察表に示した。復元建物の詳細に関しては高島氏の考察に譲る（第８章第４節）。

［遺構検出状況］( 図４０)

　復元作業の結果、１２棟の掘立柱建物跡が確認された。検出地点はＢ区７棟、Ｃ区３棟、Ｄ区２棟

である。ピットはＢ区北西部からＤ区北部の範囲で集中して検出された。この範囲は中・近世遺物・

遺構の集中範囲でもあり、当該期の居住域はＢ区以東の範囲を主体としたと考えられる。同範囲は全

体に基本層序第Ⅱ層以下が欠如しており、広範囲に及ぶ削平が想定される（第７章第２節）。範囲内

には削平によって造成されたと考えられる東西２０～２５ｍ幅の平場が５０㎝程度の高低差を持って複数

存在する。調査区内では、１．Ｂ区西部ＣＣラインからＢ区中央ＣＨライン、２．同ＣＨラインから

Ｂ区東端、３．Ｃ区西端からＤ区西部ＣＹライン、４．Ｄ区中央以東の四枚の平場が確認できた。こ

のうち建物およびピットは１と３に集中し、２と４は空閑地の様相を呈す。当該期においても平場の

利用方法に差異がみられたと考えられる。なお、掘立柱建物は全て一段ごとの平場範囲に収まるよう

に計画されている。平場の成立年代と建物の使用年代が同時期であったことを示すとともに、建物の

設計者が平場を区画単位と認識していた可能性を示唆する。また、平場境には浅い溝（第１３・１４・

１９・２０号溝跡）や植栽列（ＣＨライン付近に現存する木根）などの境界装置が配置された可能性が高い。

［間尺から推定される建物跡の推定年代］（図４１・４２）

　Ｂ区検出の７棟（第１～７号掘立柱建物跡）の主要柱間寸法は７.０～６.５尺であり、間尺から推定

される成立年代は１５世紀後半から１７世紀前半となる。Ｃ・Ｄ区検出の５棟（第８～１２号掘立柱建物跡）

の主要柱間寸法は８.０～６.０尺であり、間尺から推定される成立年代は１７世紀以降となる。

［間取りから推定される建物跡の用途］

　第１号掘立柱建物跡は、三間×三間の母屋に南正面の三面庇がめぐる平面を持つ。間取りの類似性

から比定すると、用途には三間堂仏堂が想起される。第１号掘立柱建物跡を除く、建物の用途には住

居（第４・８号掘立柱建物跡）や倉庫（第３・５・６号掘立柱建物跡）が想定できる。なお、梁間二

間以上の建物でも間取りに明確な特徴がみられない建物跡（第２・９・１０号掘立柱建物跡）や梁間

一間の建物跡（第７・１１・１２号建物跡）の用途は不明である。

［寸法表記］（第８章第４節　図１・２）

　第８章第４節図１・２における柱間寸法は、㎜表記と尺寸表記を併記している。このうち㎜表記は

当該柱穴下端中心間の実測値を示し、尺寸法は復元建物の間取りから仮定された当時の部材長の推定

値を示す。よって必ずしも両寸法は一致しない。両寸法はともに高島氏が試算計測を行った。（中村）
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図４１　Ｂ区掘立柱建物跡配置図
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